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〔
資
　
　
料
〕妙

幢
淨
慧
撰
『
佛
神

應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
八
）
了

阿
部
美
香
・
大
久
保
美
玲
・
塚
本
あ
ゆ
み
・
関
口
靜
雄

〔
解
　
　
題
〕

淨
慧
の
周
縁
⑦

　
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
春
、
月
潭
道
澂
は
卍
山
道
白
が
宇
治
田
原
の
補
陀
洛
伽
山

禅
定
寺
僧
舍
で
感
得
し
た
霊
芝
観
音
像
を
讃
嘆
す
る
一
文
を
草
し
、
の
ち
こ
れ
を
「
霊

芝
ノ
瑞
像
」
と
題
し
て
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
六
月
に
書
林
槑
邨
彌
白
か
ら
上
梓
し
た

『
觀
音
新
驗
錄
』
に
収
め
た
。
妙
幢
淨
慧
は
こ
れ
を
読
ん
で
、『
佛
神

應
錄
』
後
集1
卷

十
三-

七
「
安ア

藝キ

ノ
嚴
イ
ツ
ク

嶋シ
マ

明
神
諸
說セ
ツ

對タ
イ

辨ベ
ン

ノ
事
　
附
タ
リ
総ソ
ウ

論ロ
ン

ノ
事
」
に
厳
島
弁
財
天
の

本
地
観
世
音
菩
薩
に
つ
い
て
云
々
す
る
中
で
、

何イ
カ

ニ  イ
ハ
ン
ヤ 

願グ
ワ
ン

身シ
ン

。
化ケ

身シ
ン

。
等ト
ウ

流ル

身シ
ン

ヲ
ヤ
⺼
潭タ
ン

禪
師
霊レ
イ

芝シ

ノ
觀
音
ノ
讃サ
ン

普
門  

示
シ
メ
ス
コ
トレ 

跡ア
ト
ヲ 

難ガ
タ
シ二

思シ

議ギ
シ

一。
奚
ナ
ン
ゾ

翅タ
ヾ

當ソ
ノ

年カ
ミ

　
　
現

ゲ
ン
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

二
　 

蛤ガ
フ

蜊リ
ニ

一。

卍マ
ン

山
禪
師
。
曽カ
ツ
テ

禪ゼ
ン

定ヂ
ヤ
ウ

寺
ニ
ヲ
イ
テ
。
霊レ
イ

芝シ

ノ
觀
音
ノ
像ゾ
ウ

ヲ
カ
ン

得ド
ク

シ
玉
ヘ
リ
。
自シ

然ゼ
ン

ノ

工
ナ
リ
。
⺼
潭タ
ン

禪
師
。
叙ジ
ヨ

及ヲ
ヨ
ビ

七言京

律
ノ
頌ジ
ユ

ア
リ
コ
レ
ソ
ノ
末マ
ツ

句ク

ナ
リ
。
蛤ハ
マ

蜊グ
リ

。
觀
音
ノ
像ゾ
ウ

ヲ
現ゲ
ン

セ
シ
コ
ト
ハ
。
唐
ノ
文フ
ン

宗
ノ
時ト
キ

ノ
コ
ト
ナ
リ

と
月
潭
が
讃
文
に
付
し
た
七
律
二
首
の
末
句
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
、
観
音
の
神
通
力
が

無
量
の
門
を
開
通
し
種
々
の
身
を
示
現
し
て
一
切
衆
生
を
円
通
せ
し
め
る
難
思
議
の
事

象
、
す
な
わ
ち
観
世
音
菩
薩
の
普
門
示
現
は
唐
文
宗
皇
帝
が
蛤
蜊
か
ら
観
世
音
菩
薩
が

出
現
す
る
奇
瑞
を
目
の
当
た
り
に
し
た
往
昔
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
卍
山
禅
師
が

感
得
し
た
霊
芝
瑞
像
の
よ
う
に
今
現
在
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
だ
と
い
う
月
潭
の

学
識
と
詩
趣
に
富
ん
だ
指
摘
に
深
い
共
感
を
示
し
て
い
る
。

　
蛤
蜊
が
観
音
を
生
じ
、
ま
た
女
神
・
女
身
、
あ
る
い
は
蜃
気
楼
を
生
ず
る
と
い
う
の

は
聖
教
に
は
な
く
、『
酉
陽
雑
俎
』（
續
集
卷
五
・

寺
塔
記
上

）
や
『
仏
祖
統
記
』（
卷
四

十
二
）
に
載
る
唐
朝

の
俗
説
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
が
わ
が
国
近
世
に
お
い
て
は
広
く
巷
間
に
受
け
容
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
三
十
三
観
音
に
蛤
蜊
観
音
が
あ
り
、
御
伽
草
子
渋
川
版
に
『
蛤
の

草
紙
』
が
収
録
さ
れ
、
臨
済
の
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五-

一
七
六
八
）
が
好
ん
で
「
蛤
蜊

観
音
図
」
を
描
き
、
画
人
た
ち
に
も
狩
野
周
信
『
蛤
蜊
観
音
図
』・
円
山
応
挙
『
蜃
気

楼
図
』・
蠣
崎
波
響
『
夢
蛤
美
人
図
』・
葛
飾
北
斎
『
万
職
図
考
』『
蛤
吉
原
図
』・
渓
斎

英
泉
『
画
本
錦
之
嚢
』・
鳥
文
斎
栄
之
『
蛤
美
人
図
』
等
々
の
作
品
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
容
易
に
知
ら
れ
よ
う
。
蛤
蜊
が
観
世
音
菩
薩
像
を
現
出
せ
し
め
た
奇
瑞
は
唐
朝
文
宗

皇
帝
の
時
の
こ
と
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
て
い
る
の
は
淨
慧
の
典
拠
探
索
癖
で
も
あ
る

が
、
し
か
し
そ
の
奇
瑞
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
積
極
的
に
受
容
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
た
と
え
ば
外
典
に
載
る
蛤
蜊
観
音
の
よ
う
な
仏
菩
薩
現
出
の
所
伝
を
祥
瑞
と
し

て
感
受
し
慶
ぶ
淨
慧
が
彷
彿
す
る
。

　
そ
も
わ
が
国
人
は
古
来
無
類
の
茸
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、『
今
昔
物
語
集
』2
卷
二
十

八
第
十
八
「
金
峯
山
別
當
食
毒
茸
不
醉
語
」・
同
三
十
八
「
信
濃
守
藤
原
陳
忠
落
入
御

坂
語
」
は
じ
め
狂
言
「
く
さ
び
ら
」
等
々
か
ら
、
単
に
食
用
と
し
て
以
上
に
茸
に
は
何

か
し
ら
霊
威
が
存
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
し
て
霊
芝
の
出
現
を
慶

ぶ
こ
と
は
今
昔
万
古
変
わ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
博
覧
強
記
の
儒
者

林
鵞
峰
（
一
六
一
八-

一
六
八
〇
）
が
『
瑞
雲
芝
ノ

』3
に
「
草
中
ノ
之
瑞
以
テレ
芝
ヲ
爲
レ

最
ト
。
故
ニ
其
ノ
生
ス
ル
也
倭
漢
俱
ニ
無
シレ
不
三ト
云
コ
ト
慶
二
賀
セ
之
ヲ一
」
と
い
い
、
ま
た
『
靈
ノ

說
』4
に
「
靈
ハ
者
艸
中
ノ
之
瑞
ナ
リ
也
。
何
ヲ
以
カ
謂
フ二
之
ヲ
瑞
ト一
。
シ
太
平
ノ
之
世
政
治
ル

人
和
ス
ル
時
ハ
則

地
相
感
シ
テ
土
氣
モ
亦
和
ス
。
土
氣
和
ス
ル
時
ハ
則

艸
生
ス
。
古
ニ
曰
ク
王
者

仁
慈
ア
ル
時
ハ
則

艸
生
ス
ト
。
是
ナ
リ
也
。
食
レス
時
ハ
之
ヲ
則
チ
壽
シ
。
是
ヲ
以
テ
神
仙
多
ク
服
レシ
テ

之
ヲ
以
テ
擬
ス二
不
死
ノ
之
藥
ニ一
。
以
テ二
其
ノ
非
常
一ナ
ル
ヲ
。
故
ニ
稱
シ二
靈
ト一

稱
ス二
神
ト一
。
若
シ

其
ノ
修
錬
不
レル
時
ハ
足
ラ
則
雖
二ト
モ
在
レル
ノ
山
ニ
之
仙
ト一
不
レ
能
ハレ
見
ル
コ
ト
焉
。
凡
ソ
中

本
朝
偶

学
苑
　
第
九
四
一
号
　
一
～
三
一
（
二
〇
一
九
・
三
）
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逢
二フ
時
ハ

艸
ノ
生
一ス
ル
ニ
則
無
シレ
不
レト
云
コ
ト
賀
セレ
之
ヲ
」
と
云
う
よ
う
に
、
霊
芝
の
出
現
は
天

地
安
穏
・
天
下
泰
平
・
王
者
仁
慈
の
治
世
の
象
徴
で
あ
り
、
か
つ
不
老
長
生
の
霊
薬
と

考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
仏
門
に
お
い
て
は
こ
れ
が
こ
と
さ
ら
尊
重
せ
ら
れ

て
、
た
と
え
ば
『
律
苑
僧
宝
伝
』5
卷
十
五
「
青
龍
山
野
中
寺
慈
忍
猛
律
師
伝
」
に
、
近

世
律
三
僧
坊
の
一
つ
河
内
青
龍
山
野
中
寺
を
中
興
し
た
慈
忍
慧
猛
が
宇
治
田
原
の
東
陽

山
巌
松
院
に
止
住
し
て
補
陀
洛
伽
山
禅
定
寺
を
兼
帯
す
る
等
々
の
活
躍
を
し
て
い
た
寛

文
九
年
（
一
六
六
九
）
春
二
月
、
政
賢
英
公
か
ら
上
宮
太
子
草
創
の
野
中
寺
の
退
廃
を

聞
き
、
そ
の
再
興
を
請
わ
れ
て
故
址
に
梵
宇
を
建
て
た
折
の
六
月
、
寺
庭
に
霊
芝
が
四

十
余
茎
生
じ
た
祥
瑞
が
あ
っ
た
時
、
慧
猛
は
こ
れ
を
「
律
法
隆
盛
の
兆
」
だ
と
大
い
に

喜
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
。

　
諸
国
に
霊
芝
の
二
文
字
を
山
号
寺
号
に
称
す
る
寺
院
が
存
す
る
。
洛
東
霊
芝
山
光
雲

寺
は
瑞
龍
山
南
禅
寺
開
山
大
明
国
師
無
関
普
門
（
一
二
一
二-

一
二
九
二
）
が
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
に
摂
津
国
四
天
王
寺
隣
辺
に
開
創
し
た
安
国
寺
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
を
南

禅
寺
第
二
八
〇
世
英
中
玄
賢
禅
師
（
一
六
二
七-
一
六
九
五
）
が
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

後
水
尾
院
中
宮
東
福
門
院
の
菩
提
寺
と
し
て
南
禅
寺
北
之
坊
に
移
し
て
再
興
し
た
も
の

だ
が
、
秋
里
籬
島
撰
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
『
都
名
所
図
会
』6
は
「
霊
芝
山
光
雲

寺
は
若
王
子
の
北
に
隣
る
。
禅
宗
に
し
て
、
南
禅
寺
天
授
庵
英
仲
和
尚
の
再
興
な
り
。

仏
殿
の
本
尊
は
釈
迦
仏
を
安
置
す
。
こ
の
地
に
あ
る
時
、
霊
芝
生
ひ
茂
り
て
光
雲
空
に

映
じ
け
る
を
、
北
闕
よ
り
叡
覧
あ
り
て
霊
場
な
る
事
を
感
じ
給
ひ
、
東
福
門
よ
り
当
寺

を
御
建
営
あ
り
し
と
な
り
。
瑪
瑙
石
の
手
洗
鉢
は
仏
殿
の
後
に
あ
り
、
当
寺
の
奇
観
な

り
」
と
霊
芝
出
現
の
祥
瑞
が
光
雲
寺
開
創
の
端
緒
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
霊
芝
の
出

現
が
一
寺
開
創
の
由
縁
と
す
る
説
明
を
巷
間
衆
庶
も
違
和
感
な
く
受
容
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
霊
芝
の
出
現
は
仏
門
に
お
い
て
は
こ
の
上
な
い
慶
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
霊
芝
が
観
世

音
菩
薩
の
姿
形
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
卍
山
道
白
が
感
得
し
た
霊
芝
瑞
像
は
五
体

を
投
地
し
て
感
拝
す
べ
き
尊
像
で
あ
っ
た
。
卍
山
の
『
源
光
菴
靈
芝
觀
音
大
士
記
』7
に

よ
れ
ば
、
巷
間
に
流
布
す
る
霊
芝
観
音
像
の
霊
威
を
耳
に
し
た
照
山
元
瑶
（
後
水
尾
天
皇
第

八
皇
女
。
母
逢

春
門
院
藤

原
隆
子

）
は
使
者
を
遣
わ
し
て
霊
芝
瑞
像
を
林
丘
寺
に
迎
え
恭
敬
感
拜
し
て
御
影
二
幅

を
描
き
、
こ
と
の
次
第
を
同
腹
弟
後
西
上
皇
（
後
水
尾
天
皇
第
八
皇
子
。

母
逢
春
門
院
藤
原
隆
子

）
に
奏
上
す
る
と
、
上

皇
は
霊
芝
瑞
像
を
宮
御
所
に
迎
え
て
親
し
く
供
養
さ
れ
た
と
い
い
、
ま
た
南
都
興
福
寺

一
乗
真
敬
法
親
王
（
後
水
尾
天
皇
第
十
六
皇
子
。

母
新
広
義
門
院
園
国
子

）
も
霊
芝
瑞
像
を
請
じ
て
慶
讚
偈
を
製
し
、
圓

照
寺
梅
宮
大
通
文
智
尼
（
後
水
尾
天
皇
第
一
皇
女
。

母
明
鏡
院
四
辻
与
津
子

）
も
瑞
像
を
請
じ
て
供
養
し
た
と
伝
え
る
。

一
乗
真
敬
法
親
王
は
黄
檗
の
隠
元
隆
琦
・
高
泉
性
潡
・
月
潭
道
澂
ら
と
親
交
し
た
か
ら
、

お
そ
ら
く
黄
檗
筋
を
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
梅
宮
大
通
文
智
尼
は
宇
治
田
原
巌
松
院

八
世
月
堂
道
梁
律
師
を
介
し
て
霊
芝
瑞
像
を
請
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
後
水
尾
院
の

皇
子
皇
女
た
ち
相
互
の
交
流
関
係
と
仏
教
信
仰
の
一
班
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

林
丘
寺
照
山
元
瑶
が
霊
芝
瑞
像
を
感
拝
し
た
と
い
う
の
は
、
元
瑶
と
交
流
の
あ
っ
た
月

潭
道
澂
は
も
ち
ろ
ん
妙
幢
淨
慧
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
照
山
元
瑶
が
仏
教
信
仰

に
篤
い
こ
と
は
そ
の
行
実
か
ら
し
て
明
ら
か
で
、
月
潭
・
淨
慧
は
と
も
に
そ
れ
を
認
め

て
淨
慧
は
元
瑶
を
「
人
中
の
芬
陀
利
華
と
い
う
べ
き
人
」
と
高
評
し
、
月
潭
は
『
觀
音

新
驗
錄
』8
に
元
瑶
が
林
丘
寺
の
本
尊
と
し
た
智
証
大
師
作
と
い
う
聖
観
音
像
に
つ
い
て

触
れ
て
、
そ
の
篤
信
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。（
句
読
点
を
施
し
た
）

　
　
林
丘
ノ
靈
像

台
ノ
之
下
ト
ニ
有
二
新

林
丘
寺
一。
中
ニ
奉
ス二
觀
音
聖
像
ヲ一
。
其
像
係
ル二
三
井
ノ
智
證
大
師
ノ
所

ロ
ニ

一レ

造
ル
。
梵
相
精
嚴
、
無
シ二
與
モ
ニ
埒
キ
者
一
。
先
キ
ニ
在
二
大
津
池
田
圓
信
カ
家
ニ一
。
里
人
禮
拜

供
養
シ
テ
、
爲
ス二
觀
音
會
ヲ一
者
ノ
埀
二〳
〵
ト
ス
二
十
載
ニ一
矣
。
其
ノ
靈
應
最
モ
著
ル
シ
。
未
レ
可
二
以
レ言京

ヲ
宣
フ一
。
姑
ク

二シ
テ
一
二
ヲ一
、
以
テ
起
二サ
ン
時
人
ノ
之
信
ヲ一
焉
。
三
井
ノ
善
法
院
法
印
ニ
有
二
主
事
ノ

人
名
ハ
某
某
者
一。
與ト
二
同
里
ノ
能
基
氏
一
有
リレ
釁ヒ
マ

、
將
サ
ニ
欲
レ
加
レン
ト
害
ヲ
。
法
印
預
メ
知
テレ
之
ヲ
、

敎
ヘ
テ
持
二セ
シ
ム
觀
音
ノ
聖
號
乁
ヒ
暜
門
品
ヲ一
。
能
基
每
ニ
狹
レン
テ
刄
ヲ
、
潛
二シ
テ
寺
ノ
側
ニ一
、
將
二サ
ニ
候
レツ

テ
其
出
ル
ヲ
而
刺
ン
ト

一レ

之
ヲ
。
至
テ二
兩
月
日
ニ一
、
竟
イ
ニ
不
レ
見
二
其
ノ
影
迹
ヲ一
。
乃
止
ム
。
法
印
大
喜
テ
、

特
ニ
爲
レメ
ニ
衆
ノ
講
二シ
テ
暜
門
品
ヲ一
以
テ
闡
二
揚
ス
聖
德
ヲ一
。
一
日
圓
信
詣
ス二
講
席
ニ一
。
一
リ
ノ
幼
子
名
ハ

久
松
、
弄
レシ
テ
刀
ヲ
爲
レ
戲
ヲ
。
鮮
血
滂
然
ト
シ
テ
淋
ク二
其
手
ニ一
。
其
母
急
ニ
視
レル
ニ
之
ヲ
、
而
手
無
シレ

傷
フ
コ
ト
。
方
サ
ニ
疑
訝
ス
ル
間
、
仰
テ
視
二レ
ハ
所
レロ
ノ
奉
ス
ル
觀
音
ノ
像
ヲ一
、
自
二
寶
冠
一
至
テ二
天
衣
ニ一
、

皆
有
リ二
鮮
血
一
。
舉
レツ
テ
家
驚
嘆
不
レ
已
。
於
レ
是
四
方
懷
レニ
シ
テ
香
ヲ
瞻
禮
ス
ル
者
、
不
レ
絶
。
聞
二

及
シ
テ
光
子
内
親
王
ニ一
、
傾
レケ
テ
誠
ヲ
向
慕
ス
。
迎
ヘ
テ
至
テ二
宮
中
ニ一
、
廣
陳ノ
フ

二
供
養
ヲ一
。
上
自
二
法
皇

一
、
合
宮
ノ
天
眷
咸
ク
焚
テレ
香
ヲ
頂
禮
ス
。
因
畱
レメ
テ
之
ヲ
以
安
ス二
今
ノ
寺
ニ一
。

　
　
　
※

　
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
九
月
、
妙
幢
淨
慧
は
高
野
山
に
登
っ
て
し
ば
ら
く
逗
留
し
、

真
別
所
法
雲
律
師
の
記
し
お
い
た
「
甚
深
囘
向
経
」
を
書
写
し
た
。
そ
の
後
江
戸
に
下
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っ
た
折
、
あ
る
国
君
の
母
公
某
院
が
印
施
し
た
「
甚
深
囘
向
経
」
一
卷
を
受
得
し
た
が
、

そ
れ
に
は
「
畧
縁
起
」
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
そ
れ
を
『
佛
神

應
錄
』
卷
十
一

-
三
「
甚
深
囘
向経

ノ
功
德
緣
起
ノ
事
」
の
冒
頭
に
収
め
て
い
る
。
要
を
採
れ
ば
、

上
総
国
小
山
辺
郡
内
願
成
寺
近
く
の
小
井
戸
と
い
う
所
の
荷
澤
の
里
に
心
根
の
正
し
か
ら

ざ
る
女
人
が
い
た
。
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
六
月
一
日
に
重
病
を
受
け
る
と
九
日
に
は
悶

え
苦
し
み
転
げ
ま
わ
っ
て
息
絶
え
た
。
同
年
十
一
月
二
十
三
日
の
夜
の
こ
と
、
同
郡
極
楽

寺
郷
の
住
人
高
階
氏
の
娘
の
夢
に
あ
の
死
ん
だ
小
井
戸
荷
澤
の
女
人
が
現
れ
た
。
そ
の
顔

肌
は
墨
の
よ
う
に
色
黒
く
、
髪
は
空
に
向
か
っ
て
高
く
逆
立
ち
、
爪
は
一
寸
ほ
ど
に
長
く

生
え
、
疲
れ
衰
え
た
姿
は
ま
る
で
影
の
よ
う
だ
っ
た
。
一
目
見
る
な
り
恐
ろ
し
く
身
の
毛

が
弥
立
ち
、
急
い
で
逃
げ
た
が
亡
女
に
追
い
か
け
ら
れ
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
亡
女
は
娘

を
ひ
し
と
掴
ん
で
泣
く
泣
く
云
う
に
は
、「
わ
た
し
は
生
前
心
拙
く
、
律
僧
を
婬
落
し
て

多
く
の
子
を
懐
妊
し
た
が
、
人
目
を
忍
ん
で
あ
る
い
は
土
に
埋
め
水
に
沈
め
て
一
人
と
し

て
取
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
深
重
の
罪
業
に
よ
っ
て
冥
土
で
絶
え
間
な
い
責
め
苦

を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
生
前
、
あ
る
人
が
地
蔵
菩
薩
像
造
立
の
勧
進
を
し
て
い
た
時

わ
ず
か
二
銭
を
寄
進
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
少
し
の
結
縁
ゆ
え
に
刹
那
の
暇
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
た
だ
今
こ
う
し
て
こ
こ
に
来
て
い
る
の
で
す
。
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
私

の
た
め
に
法
華
経
一
部
と
甚
深
囘
向
経
一
卷
を
書
写
し
て
回
向
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
私
は
即
時
に
こ
の
苦
罪
か
ら
解
き
放
た
れ
て
都
率
天
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
」
と
泣
き
口
説
き
平
伏
す
る
の
だ
っ
た
。
聞
く
も
哀
れ
で
不
便
と
思
い
な
が
ら
、

し
か
し
法
華
経
書
写
を
人
に
頼
む
べ
き
財
施
も
容
易
で
は
な
い
の
で
簡
単
に
は
承
諾
し
な

か
っ
た
。
す
る
と
亡
者
は
頻
り
に
取
り
つ
い
て
強
盛
に
責
め
る
の
で
、
断
り
切
れ
ず
法
華

経
書
写
の
み
承
諾
し
た
。
そ
の
折
、
娘
が
「
甚
深
囘
向
経
と
い
う
御
経
は
名
さ
え
聞
い
た

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
と
、
亡
女
は
「
甚
深
囘
向
経
と
い
う
御
経
が
こ
の
世
の
中
に
あ
る

の
は
本
当
で
す
。
よ
く
よ
く
お
探
し
下
さ
り
、
一
卷
を
書
写
し
て
私
を
回
向
し
て
く
だ
さ

い
」
と
涙
に
咽
び
悲
し
げ
に
云
う
の
で
、
こ
と
に
哀
れ
に
思
え
て
囘
向
経
の
書
写
も
承
諾

し
た
。
す
る
と
亡
女
の
身
は
た
ち
ま
ち
金
色
に
変
わ
り
、
逆
立
つ
髪
は
宝
冠
と
な
り
、
垢

と
脂
で
汚
れ
た
粗
末
な
破
衣
は
煌
び
や
か
な
美
し
い
衣
装
に
変
わ
り
、
光
を
放
ち
な
が
ら

青
蓮
華
の
台
上
に
転
生
し
た
と
見
て
夢
覚
め
た
。
高
階
氏
の
娘
は
つ
く
づ
く
と
夢
の
不
思

議
を
思
い
め
ぐ
ら
し
た
。
た
だ
御
経
を
書
写
す
る
約
束
を
し
た
だ
け
で
、
ま
だ
一
字
も
書

写
し
て
い
な
い
の
に
こ
の
よ
う
な
亡
者
転
身
の
奇
特
を
夢
見
た
こ
と
に
、
夢
な
が
ら
も
法

力
の
不
可
思
議
さ
に
感
嘆
し
、
急
ぎ
甚
深
囘
向
経
を
尋
ね
探
し
た
が
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。

田
舎
住
ま
い
に
は
貴
い
御
経
は
手
に
入
ら
ぬ
も
の
か
と
煩
悶
し
て
い
た
折
節
、
夢
窓
国
師

の
弟
子
の
周
毫
と
い
う
僧
が
「
大
蔵
経
の
中
に
あ
る
か
ら
よ
く
捜
し
て
み
な
さ
い
」
と
教

え
て
く
れ
た
の
で
捜
し
求
め
た
と
こ
ろ
、
貞
和
四
年
正
月
下
旬
、
下
総
国
飯
岡
の
律
院
か

ら
出
て
き
た
の
で
よ
う
や
く
こ
れ
を
書
写
し
、
亡
女
を
回
向
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

と
い
う
も
の
で
、
淨
慧
は
あ
る
国
君
の
母
公
某
院
が
印
施
し
た
「
甚
深
囘
向
経
」
に
付

さ
れ
た
右
の
「
畧
縁
起
」
す
な
わ
ち
「
功
德
緣
起
」
を
あ
る
が
ま
ま
に
写
し
、
相
国
寺

瑞
渓
周
鳳
編
『
善
隣
國
寶

』
を
引
い
て
こ
の
施
印
本
「
甚
深
囘
向
経
」
が
そ
の
底
本

を
足
利
義
満
・
義
持
が
鹿
苑
僧
録
の
厳
中
周
龍
等
々
を
し
て
請
来
せ
し
め
た
い
わ
ゆ
る9

高
麗
版
に
據
る
も
の
だ
と
述
べ
、
さ
ら
に
明
版
す
な
わ
ち
黄
檗
版
『
仏
説
甚
深
大
迴
向

経
』
は
『
仏
説
三
品
弟
子
経
』
等
七
経10
と
と
も
に
「
景
凾
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
施

注
し
、
後
文
で
高
階
氏
の
娘
が
書
写
し
た
下
総
国
飯
岡
の
律
院
所
蔵
の
「
甚
深
囘
向

経
」
も
あ
る
国
君
の
母
公
某
院
の
印
施
本
「
甚
深
囘
向
経
」
と
同
じ
高
麗
版
だ
ろ
う
と

推
量
し
、「
法
華
経
」
書
写
に
加
え
て
「
甚
深
囘
向
経
」
を
書
写
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
罪
業
深
重
の
亡
者
で
あ
っ
て
も
即
座
に
頓
証
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

「
功
徳
緣
起
」
か
ら
知
っ
た
の
だ
と
感
動
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
。
聖
教
・
経
典
の
霊

験
利
益
に
深
い
関
心
を
抱
く
妙
幢
淨
慧
は
さ
ら
に
『
元
亨
釋
書
』11
卷
十
八
願
雜
十
之
三

「
藤
兼
澄
女
」
に
伝
え
る
加
州
刺
史
藤
原
兼
澄
の
娘
の
冥
界
遊
歴
譚
を
引
い
て
い
る
。

加
州
刺
史
藤
原
兼
澄
の
法
華
経
信
仰
に
篤
い
娘
が
病
を
受
け
て
死
ん
だ
が
一
宵
を
経
て
蘇

生
し
た
。
娘
は
冥
界
で
金
色
光
を
放
つ
釈
迦
如
来
に
逢
っ
た
が
、
そ
の
と
き
釈
迦
は
袈
裟

で
顔
を
お
隠
し
に
な
っ
て
い
た
。
釈
迦
は
妙
な
る
声
で
「
善
女
よ
、
汝
が
法
華
経
を
よ
く

誦
む
ゆ
え
に
こ
う
し
て
我
が
身
を
見
せ
声
を
聴
か
せ
る
の
だ
。
し
か
し
無
量
義
経
と
観
普

賢
経
を
誦
ま
な
い
の
で
顔
は
見
せ
な
い
の
だ
。
娑
婆
に
還
っ
た
ら
こ
の
二
経
を
加
え
て
ま

す
ま
す
法
華
経
を
誦
み
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
私
は
顔
を
隠
す
こ
と
も
な
い
。
わ
か
っ
た

か
。」
と
ご
教
示
な
さ
れ
た
。
娘
は
蘇
生
し
て
の
ち
法
華
経
読
誦
の
際
に
は
無
量
義
経
・

観
普
賢
経
の
開
結
二
経
も
読
誦
し
た
。
娘
は
や
が
て
立
派
な
法
華
持
経
者
に
な
っ
た
。

　
淨
慧
は
兼
澄
の
娘
が
釈
迦
の
教
示
を
理
解
し
、
法
華
経
を
読
誦
す
る
際
に
は
開
結
二
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経
の
読
誦
を
添
え
た
こ
と
を
釈
迦
の
御
心
に
叶
う
こ
と
だ
と
い
い
、
そ
れ
と
同
様
に
亡

者
の
た
め
に
法
華
経
読
誦
に
加
え
て
「
甚
深
囘
向
経
」
を
読
誦
す
る
こ
と
は
大
乗
の
回

向
法
と
し
て
理
に
適
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
※

　
淨
慧
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
あ
る
国
君
の
母
公
某
院
は
「
或
禅
師
ノ
勸ス
ヽ
メ」
に
よ
っ
て

「
功
德
緣
起
」
を
付
し
て
「
甚
深
囘
向
経
」
を
印
施
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
そ

ら
く
折
帖
の
体
裁
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
折
帖
装
の
一
本12
が
あ
る
か
ら
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
一
切
経
印
房
す
な
わ
ち
黄
檗
版
大
蔵
経
摺
刷
で
知
ら
れ
る
京
都
貝
葉

書
院
が
版
行
し
た
も
の
で
、
二
百
年
ほ
ど
前
に
刻
彫
さ
れ
た
板
木
を
今
も
所
蔵
し
て
い

る
と
い
う13
。
縦
二
七
・
三
、
横
九
・
〇
糎
。
紺
色
紙
表
紙
に
「
佛
說
甚
㴱
大
囘
向
經
」

と
刻
し
た
黄
檗
色
題
簽
を
貼
り
、
卷
末
の
刊
記
に
、

　
慈
海
版
一
名
宮

本
版
元

御
經
并
ニ
佛
敎
書
籍
問
屋

　
　
　
　
京
都
市
木
屋
町
二
條

發
賣
元
　
　
　
　
　
貝

葉
書
院

と
あ
る
。
刊
記
は
重
再
版
時
の
事
情
に
よ
っ
て
適
宜
改
刻
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
が
幾
度

か
版
を
重
ね
た
も
の
と
知
れ
る
。
校
訂
し
て
示
す
。

　
　
佛
說
甚
㴱
大
囘
向
經

如
レ
是
ノ
我
聞
ク
。
一
時
佛
在
二シ
テ
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
ニ一
。
與
二
大
比
丘
衆
八
千
人
一
俱
リ
キ
。

爾
時
世
尊
與
ニ二
諸
大
衆
一
。
前
後
圍
繞
セ
ラ
レ
テ
而
モ
爲
ニ
說
法
シ
玉
フ
。
於
テ二
是
會
中
ニ一
有
リ二
一
菩 

薩
一。
號
シ
テ
曰
二
明
天
ト一
。

從
リレ
座
起
テ
偏
ニ

右
肩
ヲ一
右
膝
ヲ
著
ケレ
地
ニ
。
恭
敬
合
掌
シ
テ
。
前
テ

白
レシ
テ
佛
ニ言京

。
世
尊
。
欲
レ
有
二ン
ト
所
問
一。
惟
願
世
尊
分
別
解
說
シ
玉
ヘ
。

爾
ノ
時
佛
告
二ハ
ク
明
天
菩
薩
摩
訶
薩
ニ一
。
善
男
子
。
欲
レセ
ハ
有
二ン
ト
所
問
一
莫
レレ
得
二ル
コ
ト
疑
難
ヲ一
。
如

來
當
ニ二
爲
ニ
隨
テレ
問
ニ
解
說
ス一
。
明
天
菩
薩

白
レシ
テ
佛
ニ言京

ク
。
云
何
カ
菩
薩
少
ク
修
善
本
ヲ一
而
シ
テ

獲
二
大
果
成
一ス
ル
コ
ト
ヲ
。
多
ク
作
功
德
ヲ一
福
報
無
量
ナ
ル

佛
告
二玉
ハ
ク
明
天
菩
薩
摩
訶
薩
。
善
哉
善
哉
。
明
天
。
能
於
テ二
佛
前
ニ
問
フ二
如
ノレ
是
ノ
義
ヲ一
。
汝
已

ニ
曾
テ
於
テ二
過
厺
無
量 

諸
佛
ノ
所
ニ一
。
植
ヱ二
衆
ノ
德
本
ヲ一
供
二
養
シ
諸
佛
ヲ一
。
親
二
近
シ
テ
善
知
識
ニ一
。

能
ク
爲
二メ
ニ
樂ゲ
ウ

福
ノ
衆
生
。
發
ス二
甚
㴱
ノ
間
ヲ一
。
諦
聽
諦
聽
。
善
ク
思
二
念
セ
ヨ
之
ヲ
。
明
天
菩
薩

白
レシ
テ
佛
ニ言京

ク
。
世
尊
。
唯
然
リ
受
レケ
ン
敎
ヲ
。
佛
吿
二玉
ハ
ク
明
天
ニ一
。
諸
ノ
菩
薩
摩
訶
薩
。
當
ニ

於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
諸
佛
ノ
所
ニ一
。
修
シ二

身
行
ヲ一
。
修
シ二

口
行
ヲ一
。
修
二シ
テ

心
行
ヲ一
。
專

心
念
ス中
佛
ノ
所
ノレ
行
ス
ル
功
德
ヲ上
。
復
次
ニ
明
天
。
菩
薩
摩
訶
薩
當
下
應
ニ
徃
二
詣
シ
如
來
ノ
尊
廟
ニ一

禮
拜
シ
供
養
シ
。
右
膝
ヲ
著
レ
地
ニ
合
掌
右
繞
シ
。
散

燒
香
シ
懸
繒
旛
ヲ一
作
シ二
衆
ノ
妓
樂
ヲ一
尊
重

恭
敬
シ
。
以
テ二
微
玅
ノ
音
ヲ
歌
ヒ二
甚
㴱
ノ
句
義
ヲ
。
讚
シ二
佛
ノ
功
德
ヲ一
隨
喜
シ
テ
歎
ス上

レ
善
ヲ

佛
吿
二玉
ハ
ク
明
天
ニ一
。
云
何
カ
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
ノ
諸
佛
ノ
所
ニ一
。
修
シ二

身

行
ヲ一
。
修
二

口
行
ヲ一
。
修
二

心
行
ヲ一
。
念
二セ
ン
佛
ノ
功
德
ヲ一
。
善
男
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
當
ニレ

念
ス下
如
來
堅
固
士
。
無
上
士
。
最
勝
士
。
爲
テ二
師
子
王
ト一
勇
猛
無
畏
ニ
シ
テ
。
自
カ
ラ

シ

シレ
彼
ヲ
。

自
安
シ
安
レ
彼
ヲ
。
自
滅
シ
滅
レ
彼
ヲ
。
說
テ二
眞
諦
ノ
法
ヲ一
安
二
立
シ
衆
生
ヲ一
。
心
無
ク二
謟
餝
一
淨
戒
具

足
シ
。
力
無
畏
辯
ニ
シ
テ

ク
除
キ二
障
習
ヲ一
。
於
テレ
法
ニ
自
在
ニ
シ
テ
無
キ二
與
等
一
者
ト上
。
如
クレ
是
ノ
專
心

ニ
念
シ二
佛
ノ
功
德
ヲ一
已
テ
。
右
膝
著
レ
地
ニ
散

燒
香
。
旛
繒
幢

妓
樂
供
養
ス
。
是
ヲ
爲
二
菩
薩
ノ

修

身
行
ト一
。
以
テ二
微
玅
ノ
音
ヲ一
歌
ヒ二
甚
㴱
ノ
句
義
ヲ一
。
讚
二
歎
シ
如
來
無
量
ノ
功
德
ヲ一
。
是
ヲ
爲
二

菩
薩
ノ
修

口
行
ト一
。
因
テ二
彼
ノ
身
口
ノ
善
根
ニ一
念
二シ
テ
佛
功
德
ヲ一
。
至
誠
恭
敬
ス
。
是
ヲ
爲
ス二
菩
薩

ノ
修
慈
心
行
ト一
。
明
天
。
是
レ
則
チ
菩
薩
摩
訶
薩
於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
諸
佛
ノ
所
ニ一
。
修
二ス
ル

ノ
身
口
意
ヲ一
習
行
正
念
ナ
リ
佛
復
吿
二
明
天
ニ一
。

菩
薩
摩
訶
薩
。
於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
諸
ノ

衆
生
ノ
所
ニ一
。
亦
タ
應
ニ下
修
シ二

身
行
ヲ一
。
修
シ二

口
行
ヲ一
。
修
シ二

意
行
ヲ一
。
等
ク
念
ス中
衆
生
ヲ上
。

明
天
。
云
何
菩
薩
摩
訶
薩
於
テ二
三
世
衆
生
ノ
所
ニ一
。
應
下
修
二シ
テ

ノ
身
口
意
行
ヲ一
等
ク
念
二ス
ル
コ
ト

衆
生
ヲ一
。
如
ク
ナ
ル

上
レ

是
明
天
。
菩
薩
摩
訶
薩
不
殺
衆
生
ト
。
不
盜
他
財
ト
。
不
邪
婬
ト
。
不
妄
語
ト
。

不
綺
語
ト
。
不
兩
舌
ト
。
不
惡
口
ト
。
不
貪
欲
ト
。
不
瞋
恚
ト
。
不
邪
見
ト
ナ
リ
。
云
何
カ
菩
薩
不

殺
衆
生
ナ
ル
。
於
テ二
一
切
衆
生
ニ一
慈
悲
愛
念
シ
。
慚
愧
愍
傷
シ
テ

ク
舍
二ル
ナ
リ
刀
杖
ヲ一
。
不

盜
ト
ハ

者
。
若
シ
ハ
於
テ二
聚
落
空
處
一
所
有
ノ
遺
物
不
レレ
ハ
與
ヘ
不
レル
ナ
リ
取
ラ
。
不
邪
婬
ト
ハ
者
。
若
シ
ハ
女
ノ

有
レ
主
ト

毋
兄
弟
宗
親
所
レロ
ト
護
ス
ル
。
乃
至
見
テ三
彼
ノ
授
二ク
ル
ヲ

一
莖
ヲ一
不
レル
ナ
リ
起
二
欲
想
ヲ一
。

不
妄
語
ト
ハ
者
。
若
ハ
於
二テ
モ
鄕
邑
ニ一
若
在
二テ
モ
王
者
ニ一
。
堪
テレ
爲
二ル
ニ
證
佐
ト一
。
眞
誠
實
語
ニ
シ
テ
守
テレ

死
ヲ
不
レル
ナ
リ
虛
ハ
ラ
。
不
兩
舌
ト
ハ
者
。
常
ニ
於
テ二
彼
此
ニ一
起
シ二
和
合
ノ
想
ヲ一
。
從
テレ
彼
ニ
所
ロレ
聞
ク
不
二

向
テレ
此
ニ
說
カ一
。
從
テレ
此
ニ
所
ロレ
聞
ク
不
二ル
ナ
リ
向
テレ
彼
ニ
說
カ一
。
不
惡
口
ト
ハ
者
。
輭
語
開
喩
シ
先
意
問

訊
シ
テ
。
終
ニ
不
下ル
ナ
リ
以
テ二
苦
切
惡言京

ヲ一
加
ヱ中
於
衆
生
ニ上
。
不
綺
語
ト
ハ
者
。
時
說
シ
實
說
シ
知
テレ
義
ヲ

而
說
キ
。
爲
下シ
テ
利
二
益
ス
ル
彼
ヲ一
說
ヲ上
心
口
無
レナ
リ
差
コ
ト
。
不
貪
欲
ト
ハ
者
於
テ二
他
ノ
財
利
ニ一
不
レ
起
二

欲
想
ヲ一
。
見
二テ
ハ
來
取
ノ
者
ヲ一
心
無
二ナ
リ
悋
惜
一。
不
瞋
恚
ト
ハ
者
。
於
テ二
一
切
衆
生
ニ一
除
キ二
諸
ノ
恚 

恨
ヲ一
。
起
二シ
テ

愍
心
ト
饒
益
心
ト
安
彼
心
一ト
ヲ
。
隨
順
シ
テ
善
ク
攝
二ス
ル
ナ
リ
一
切
衆
生
ヲ一
。
不
邪
見 

ト
ハ
者
。
有
レ
施
有
レ
濟
有
レ
說
。
有
二

母
一。
有
二
今
世
後
世
一。
有
二
苦
樂
行
ノ
果
報
一
世
間
。
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有
二
阿
羅
漢
一
。
自
カ
ラ
知
リ二
身
作
證
。
我
生
已
盡
梵
行
已
成
。
所
作
已
辦
ヲ一
自
カ
ラ
知
二ル
ナ
リ
不
受

後
有
ヲ一
。
明
天
當
レ
知
ル
。
彼
ノ
不
殺
不
盜
不
邪
婬
ハ
。
則
チ
是
レ
菩
薩
ノ
修

身
行
ナ
リ
。
不
妄

語
兩
舌
惡
口
不
綺
語
ハ
。
則
是
レ
菩
薩
修

口
行
ナ
リ
。
不
貪
不
恚
不
邪
見
ハ
。
則
是
菩
薩
ノ

修

意
行
ナ
リ
。
修
二ス
ル

ノ
身
口
意
ヲ一
。
則
是
菩
薩
ノ
等
念
衆
生
ナ
リ

佛
吿
二玉
ハ
ク
明
天
ニ一
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
ノ
諸
佛
ノ
所
ニ一
。
修
シ二

身
行
ヲ一
。

修
二

口
行
ヲ一
。
修
シ二

意
行
ヲ一
。
乁
ヒ
於
テ二
過
厺
當
來
今
現
在
一
切
衆
生
所
ニ一
。
修
シ二

身
行
ヲ一
。

修
シ二

口
行
ヲ一
。
修
二ス
ル

意
行
ヲ一
。
所
有
ノ
功
德
果
報
。
悉
ク
與
二
一
切
衆
生
一
共
ニ
囘
二
向
ス
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
ニ一
。
明
天
。
菩
薩
作
ス二
如
ノレ
是
ノ
囘
向
ヲ一
者
ノ
。
是
ヲ
爲
一
菩
薩
少
ク
修
二
善

本
ヲ一
獲
二
大
果
報
ヲ一
。
多
ク
作
二シ
テ
功
德
ヲ一
福
報
無
量
一ナ
リ
ト
。
佛
吿
二玉
ハ
ク
明
天
ニ一
。
是
レ
菩
薩
成
二
就

ス
ル
無
量
ノ
功
德
ヲ一
時
。
持
二シ
テ
是
ノ
功
德
ヲ一
囘
向
ス
無
量
ノ
智
慧
ニ
。

共
ニ二
一
切
衆
生
一。
盡
ク
囘

向
ス二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
ニ一
。
是
ノ
功
德
ヲ一
三
種
ニ
シ
テ
。
有
リ二
三
種
囘
向
一。
何
等
ラ
カ
爲
レ
三
ト
。

謂
ク
過
厺
空
。
當
來
空
。
現
在
空
。
無
シレ
有
二ル
コ
ト
囘
向
ス
ル
者
ノ一
。
亦
無
シ二
囘
向
ノ
法
一。
亦
無
シ二

囘
向
ノ
處
一。
菩
薩
摩
訶
薩
當
レ
作
ス二
是
ノ
囘
向
ニ一
。
作
二
是
囘
向
ヲ一
時
キ
三
處
皆
ナ
淸
淨
ナ
リ
。
以
テ二

此
ノ
淸
淨
ノ
功
德
ヲ一
。
與
二
一
切
衆
生
一
共
ニ
。
囘
二
向
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
ニ一
。
作
ス二
是
ノ
囘

向
ヲ一
者
ノ
。
無
クレ
有
二ル
コ
ト
凡
夫
乁
ヒ
凡
夫
ノ
法
一。
亦
無
二
信
行
一
亦
タ
無
二
法
行
一
。
亦
無
ク二
八
人
一。

亦
無
二
須
陀
洹
向
須
陀
洹
一。
亦
無
二
斯
陀
含
向
斯
陀
含
一。
亦
無
二
阿
那
含
向
阿
那
含
一。
亦
無

阿
羅

向
阿
羅
一。
亦
無
二
辟

佛
向
辟

佛
。
亦
無
シレ
有
二ル
コ
ト
佛
乁
向
フレ
佛
ニ
者
一。
何
ヲ
以

ノ
故
ニ
。
法
性
無
緣
ニ
シ
テ
不
生
不
滅
。
無
所
住
故
ナ
リ
。
是
ノ
故
ニ
菩
薩
摩
訶
薩
應
ニ下
以
テ二
是
ノ
三

種
ノ
囘
向
三
種
ノ
淸
淨
ノ
功
德
ヲ一
。
與
二
一
切
衆
生
一。
共
ニ
囘
中
向
ス
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
ニ上
。

是
ノ
菩
薩
作
シ二
是
ノ
囘
向
ヲ一
已
テ
。

復
願言京

。
若
我
生
處
常
ニ
遇
二
フ
テ
諸
ノ
佛
逮
ヒ
甚
㴱
三
昧
ニ一
。

見
二ヘ
テ
無
量
佛
ニ一
成
二
就
シ
多
聞
。
淸
淨
智
慧
ヲ一
。
弘
誓
シ
テ
不
レ
舍
二
一
切
衆
生
ヲ一
。
說
ク二
是
ノ
法
ヲ一

時
キ
。
百
千
ノ
天
人
皆
ナ
願
三
欲
ス
徃
二
生
セ
ン
コ
ト
ヲ
阿
閦
佛
國
ニ一

爾
ノ
時
佛
吿
二ハ
ク
尊
者
阿
難
ニ一
。
我
向
キ
ニ
說
ク二
此
ノ
甚
㴱
ノ
法
ヲ一
時
キ
。
百
千
ノ
天
人
皆
ナ
願
フレ
徃
二

生
セ
ン
コ
ト
ヲ
阿
閦
佛
國
ニ一
。
阿
難
當
ニレ
知
ル
。
彼
レ
於
テレ
此
ニ
終
テ
皆
ナ
當
ニレ
徃
二
生
□
阿
閦
佛
所
玅
樂

國
土
ニ一
。
從
リ二
一
佛
國
一
至
二
一
佛
國
ニ一
。
供
二
養
シ
諸
佛
ヲ一
聽
二
受
シ
正
法
ヲ一
。
得
テ二
陀
羅
尼
ヲ一
如
クレ

說
ノ
修
行
シ
。
皆
ナ
當
ニレ
成
二
就
□
不
思
議
ノ
慧
ヲ一
。
於
テ二
五
濁
世
ニ一
當
下
得
テ二
作
佛
ヲ一
。
皆
ナ
同
一
號

ニ
號
ス中
甘
露
音
王
如
來
應
供
等
正
覺
ト上
。
當
ニレ
知
ル
彼
ノ
天
受
二ク
ル

莂
ヲ一
時
キ
。
百
千
ノ
衆
生
皆
ナ

發
ス二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
ヲ一
爾
ノ
時
釋
提
桓
因
白
レシ
テ
佛
ニ言京

ク
。
世
尊
。
如
三キ
ハ
我
カ
解
二ス
ル

カ
佛
ノ
所
說
ノ
義
ヲ一
。
當
ニレ
知
ル
此
ヲ
爲
シ二
大
功
德
趣
ト一
。
爲
二
無
量
功
德
ト一
。
爲
二
無
邊
功
德
ト一
。

佛言京

二ハ
ク
。
憍
尸
迦
ニ一
。
是
ノ
法
畢
竟
淨
ノ
故
ニ
。
世
尊
。
當
ニ二
何
ン
カ
名
ク二
此
ノ
經
ニ一
。
云
何
カ
奉
二

持
セ
ン
之
ヲ一
。

佛
吿
二ハ
ク
釋
提
桓
因
ニ一
。
憍
尸
迦
。
是
ノ
經
ヲ
名
ク二
大
囘
向
ト一
。
亦
名
ク二
甚
㴱
法
性
囘
向
ト一
。
當
ニレ

奉
二
持
ス
之
ヲ一
。

佛
吿
二ハ
ク
憍
尸
迦
ニ一
。
若
有
テ二
善
男
子
善
女
人
一。
學
フ二
是
ノ
囘
向
ヲ一
者
。
當
ニレ
知
ル
是
人
必
ス
逮
二

得
シ
無
生
法
忍
ヲ一
。
能
ク
度
シ二
未
度
ノ
者
ヲ一
。
安
二
樂
セ
ン
百
千
無
量
ノ
衆
生
ヲ一
。
說
ク二
是
ノ
法
ヲ一
時
。

諸
ノ
比
丘
衆
釋
梵
天
人
阿
脩
羅
等
。
聞
テ二
佛
ノ
所
說
ヲ一
歡
喜
奉
行
ス

佛
說
甚
㴱
大
囘
向
經

　
　
暜
囘
向
眞言京

唵
娑
摩
囉
娑
摩
囉
弭
摩
曩
薩
訶
嚩
摩
訶
斫
迦
囉
嚩
吽

　
　
囘
向

夲
朝
靈
験
亊

上カ

総ヅ
サ

の
國
北キ
タ

山ヤ
マ

邉ベ

の
郡
、
願
成
寺
の
畔ホ
ト
リ、
小コ

井イ

圡ド

の
芹セ
リ

沢ザ
ハ

と
い
ふ

に
婀ナ
マ

娜メ
イ

た
る
女
人
あ

り
。
貞デ

ウ

和ワ

二
年
六
月
一
日
に
重ヂ
ウ

病ビ
ヤ
ウを
受
て
、
同
九
日
に
死
さ
り
ぬ
。
同
年
十
一
月

三
日

の
夜
、
同
郡
極
樂
寺
の
郷
の
住
人
高タ

カ

階シ
ナ

氏ウ
ヂ

の
女
房
夢ム

想サ
ウ

に
見
け
る
ハ
、
彼カ
ノ

芹セ
リ

沢
の
女
人
色イ
ロ

黒ク
ロ

き
事
墨ス
ミ

の
ご
と
く
、
髪カ
ミ

ハ
ソ
ラ

に
生ヲ
イ

上
り
て
爪ツ
メ

一
寸
斗バ
カ
リ

長
く
、
其
疲ツ
カ
レ

衰ヲ
ト
ロ
ヘた
る
事
影カ
ゲ

の

ご
と
し
。
一
目
見
る
よ
り
身
の
毛ケ

竪ヨ
ダ
チ、
お
そ
ろ
し
き
事
限カ
ギ

り
な
し
。
則
ス
ナ
ハ
チ

急イ
ソ

ぎ
逃ニ
ゲ

ん
と
す

れ
共
、
彼
亡モ

ウ

者ジ
ヤ

ひ
し
と
捕ト
ラ

へ
て
泣ナ
ク

〻
口ク

説ド
キ

け
る
ハ
、
我レ 

娑シ
ヤ

婆バ

に
あ
り
し
時
心
拙ツ
タ
ナく
し
て
清セ
イ

僧ソ
ウ

を
落
し
、
あ
ま
た
の
子
を
懐
ク
ハ
イ

妊ニ
ン

す
と
い
へ
ど
も
、
或ア
ル
イ
ハ
圡ド

中チ
ウ

に
う
づ
ミ
、
或
ハ
水
に
し

づ
め
な
ど
し
て
、
一
人
も
と
り
あ
ぐ
る
事
な
か
り
き
。
其
罪ザ

イ

業ゴ
ウ

ふ
か
き
に
よ
つ
て
地ヂ

獄ゴ
ク

に

墮
て
苦ク

を
受
る
事
更サ
ラ

に
間
な
し
。
然
れ
共
、
我ワ
レ

存ゾ
ン

生シ
ヤ
ウの
む
か
し
、
あ
る
人
地ヂ

藏ザ
ウ

菩ボ

薩サ
ツ

を
つ

く
り
奉
る
と
て
普ア

マ
ネ
く
勧
ク
ハ
ン

進シ
ン

を
せ
ら
れ
し
に
あ
ふ
て
、
料
リ
ヤ
ウ

足ソ
ク

二
攵
施ホ
ド
コ
シし
た
る
。
其
結ケ
チ

緣ヱ
ン

の

ゆ
へ
に
只
今
刹
那
の
暇イ

ト
マ
を
得
て
此

に
來
れ
り
。
仰ア
フ

き
願
ネ
ガ
ハ
ク
ハく
ハ
、
法
華経

一
部ブ

と

向

經
一
卷ク

ハ
ンを
書シ
ヨ

写シ
ヤ

し
て
我ワ
ガ

為タ
メ

に

向
し
給
へ
。
す
ミ
や
か
に
此
苦ク

界カ
イ

を
は
な
れ
て
都ト

卒ソ
ツ
テ
ン

に

徃ヲ
ウ

生シ
ヤ
ウす
へ
し
と
倒
タ
ヲ
レ

卧フ
シ

て
申
け
り
。
其
時
高
階
氏
の
女
房
、

言
葉
を
聞
に
あ
は
れ
に
お
も

へ
ど
も
、
我
も
貧ヒ

ン

女ニ
ヨ

の
事
な
れ
バ
か
な
ふ
ま
し
き
と
い
へ
り
。
彼
亡
者
頻シ
キ
リに
嘆ナ
ゲ

き
か
な
し

ミ
て
強ガ

ウ

盛シ
ヤ
ウに
せ
め
け
れ
は
、
遁ノ
ガ

る
ベ
き
や
う
な
く
、
法
華経

を
領
リ
ヤ
ウ

掌ジ
ヤ
ウし
て
、
扨
囘
向経

と

ハ
終ツ

イ

に
名
を
も
聞
奉
ら
ざ
る
御経

な
り
。
是
ハ
叶カ
ナ

ふ
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
亡
者
の
云イ
ハ
ク、

そ
れ
は
実ゲ

ニ

理コ
ト
ハり
也
。
我
も
罪ザ
イ

障シ
ヤ
ウ

重ヲ
モ

き
身
に
し
て

御経

を
し
る
べ
き
や
う
更
に
な
し
。

さ
れ
ど
も
十
王
裁サ

イ

断ダ
ン

の
時
、
か
く
の
こ
と
く
我
き
く
。
お
よ
そ
法
界
の
衆
生
法
華経

の
功

德
を
得
る
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
囘
向経

の
功
德
を
え
ず
。
此
ゆ
へ
に
都
卒

に
徃
生
す
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る
事
あ
た
は
ず
と
云
　
　
〻
。
此
事
信シ
ン

仰カ
ウ

し
て
世
間
に
も
流ル

布フ

し
給
へ
。
閻エ
ン

魔マ

王ワ
ウ

の
敎ヲ
シ

へ
な
れ
バ
、

是
疑ウ

タ
ガふ
處
な
し
。
よ
く
〳
〵
尋
出
し
て
我ワ
ガ 

願ク
ハ
ン
を
叶カ
ナ

へ
給
へ
と
淚ナ
ミ
ダ
に
咽ム
セ

び
申
け
れ
バ
、
其
時

高
階
氏
の
女
房
、
殊コ

ト

に
た
う
と
く
あ
は
れ
に
覚
へ
て
囘
向経

も
領
掌
し
け
れ
バ
、
彼
亡
者

㐂
悦
の
眉マ

ユ

を
ひ
ら
き
、
刹
那
の
間
に
端タ
ン

嚴ゴ
ン

微ミ

妙
の
相サ
ウ

好ガ
ウ

を
あ
ら
ハ
し
、
光
り
を
放ハ
ナ
ツ
て
青
シ
ヤ
ウ

蓮レ
ン

華ゲ

の
上
に
座ザ

せ
り
と
見
て
夢
さ
め
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
夢ム

想サ
ウ

に
ま
か
せ
て
在
〻

〻
、
あ
ふ
人

ご
と
に
囘
向経

と
い
ふ
御経

ハ
し
り
給
は
ぬ
か
と
と
ふ
に
、
み
な
し
ら
ず
聞
ず
と
の
み
答コ
タ

へ
け
り
。
か
ゝ
る
邊ヘ
ン

國コ
ク

な
る
故
に
尋
ね
が
た
き
と
お
も
ひ
、
都
に
の
ぼ
り
夢ム

窓サ
ウ

國
師
の
御

㐧
子
周シ

ウ

皓コ
ク

禅
師
と
申
て
、
洛ラ
ク

西セ
イ

の
嵯
峨
と
い
ふ

に
住ヂ
ウ

院イ
ン

ま
し
ま
す
に
問
け
れ
バ
、
甚
深

大
経

と
て
大
藏経

の
中
に
あ
る
よ
し
を
く
ハ
し
く
敎
へ
給
へ
り
。
是
に
よ
つ
て
貞
和
四

年
正
月
下
旬
の
比
、
下シ

モ

総ヲ
サ

の
國
飯イ
ヽ

岡ヲ
カ

の
律リ
ツ

院イ
ン

よ
り
出
て
書
写
し
奉
り
畢ヲ
ハ
ン
ぬ
と
云
　
　
〻
。
あ
る

人
の
云
、
埴ハ

ニ

生ウ
ノ

郡
飯イ
ヽ

岡ヲ
カ

山ヤ
マ

永ヤ
ウ

福フ
ク

寺
に
ハ
今
に
至
て

向経

並
緣
起
を
板ハ
ン

に
し
て
ほ
ど
こ
す

と
也
。
以
上
三
國
傳

の
中
よ
り
略リ
ヤ
クし
て
出
す
。

　
　
　
　
　
　
※

　
右
の
貝
葉
書
院
版
『
佛
說
甚
㴱
大
囘
向
經
』
の
経
本
文
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
載
の

失
訳
『
佛
說
甚
深
大
迴
向
經
』
と
同
文
で
、
こ
れ
に
付
さ
れ
た
「
囘
向
經
夲
朝
靈
験

亊
」
は
『
佛
神

應
錄
』
に
淨
慧
が
採
録
し
た
あ
る
国
君
の
母
公
某
院
が
印
施
し
た

「
甚
深
囘
向
経
」
に
付
さ
れ
た
「
功
德
緣
起
」
と
字
句
に
少
異
が
存
す
る
が
同
趣
旨
・

同
文
と
認
め
ら
れ
、
卷
尾
に
「
以
上
三
國
傳

の
中
よ
り
略
し
て
出
す
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
が
『
三
國
傳

』
卷
八
第
十
一
「
上
總
國
極
樂
寺
郷
居
住
高
階
氏
ノ
夢
想

ノ
事 

明
大
囘
向
經
事
」
に
據
っ
て
編
述
さ
れ
た
一
文
だ
っ
た
と
知
れ
る
。
す
る
と
あ
る

国
君
の
母
公
某
院
が
印
施
し
た
「
甚
深
囘
向
経
」
付
載
「
功
德
緣
起
」
も
『
三
國
傳

』14

所
載
当
該
話
に
據
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
が
、「
功
德
緣
起
」
と
「
囘
向
經
夲
朝
靈

験
亊
」
に
は
書
承
の
形
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
ど
ち
ら
も
『
三
國
傳

』
の
本
文
を

直
接
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
現
在
『
三
國
傳

』
の
製
版
伝
本
は
寛

永
十
四
年
版
・
明
暦
二
年
版
・
無
刊
記
版
の
三
種
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
一
の

板
木15
か
ら
の
摺
刷
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
今
日
公
刊
さ
れ
た
『
三
國
傳

』
の
本
文

は
編
者
の
翻
刻
方
針
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
異
が
あ
る
。
そ
こ
で
明
暦
二
年
村
上
勘
兵
衛

版
『
三
國
傳

』
と
、「
功
德
緣
起
」
お
よ
び
「
囘
向
經
夲
朝
靈
験
亊
」
を
数
字
句
採

っ
て
比
べ
る
と
、

『
三
國
傳

』	

「
功
德
緣
起
」	

「
囘
向経

夲

靈
験
亊
」

髙
階シ

ナ

氏ノ女
房	

高
階
氏
ノ
女
ム
ス
メ	

高タ
カ

階シ
ナ

氏ウ
ヂ

の
女
房

ガ
ク

女
ナ
マ
メ
イ
タ
ル

	

心
正タ
ヾ
シカ
ラ
ザ
ル
女
人	

婀ナ
マ

娜メ
イ

た
る
女
人

落
シ二
律
僧
ヲ一	

僧ソ
ウ

ヲ
ヲ
ト
シ	

清セ
イ

僧ソ
ウ

を
落
し

周
豪
上
座	

周シ
ウ

毫ガ
ウ	

周シ
ウ

皓コ
ク

同
次
年
ノ
正
月	

同
ヲ
ナ
ジ
ク

四
年
正
月
　	

貞
和
四
年
正
月

飯
岡
自
リ二
律
僧
寺
一	

飯イ
ヒ

ノ
岡ヲ
カ

ノ
律リ
ツ

院
ヨ
リ	

飯イ
ヽ

岡ヲ
カ

の
律リ
ツ

院イ
ン

よ
り

の
ご
と
き
異
同
が
存
し
、『
三
國
傳

』
と
、「
功
德
緣
起
」・「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」

と
の
間
に
他
一
本
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
三
國
傳

』
所
載

「
上
總
國
極
樂
寺
郷
居
住
高
階
氏
ノ
夢
想
ノ
事 

明
大
囘
向
經
事
」
は
そ
の
題
名
が
示
唆
す

る
よ
う
に
、「
甚
深
囘
向
経
」
が
流
布
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
常
に
「
功
德
緣
起
」
お

よ
び
「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」
が
伝
え
る
上
総
国
極
楽
寺
郷
居
住
高
階
氏
の
女
房
（
娘
）

の
夢
想
譚
が
添
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
夢
想
譚
は
唱
導
勧
化
の
場
に

お
い
て
「
甚
深
囘
向
經
」
の
霊
験
利
益
を
称
揚
す
る
説
草
台
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。「
功
德
緣
起
」
ま
た
「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
文
章
の
微

妙
な
改
編
、
人
名
・
地
名
の
異
同
、
ま
た
「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」
の
不
統
一
な
本
文

表
記
は
編
者
の
稚
拙
と
い
う
よ
り
複
数
の
説
草
台
本
の
存
在
を
推
量
せ
し
め
る
。

　
貝
葉
書
院
版
「
囘
向経

夲

靈
験
亊
」
は
『
三
國
傳

』
に
い
う
「
飯
岡
の
律
僧

寺
」
を
「
下シ
モ

総ヲ
サ

の
國
飯イ
ヽ

岡ヲ
カ

の
律リ
ツ

院イ
ン

」
と
し
て
「
あ
る
人
の
云
、
埴ハ
ニ

生ウ
ノ

郡
飯イ
ヽ

岡ヲ
カ

山ヤ
マ

永ヤ
ウ

福フ
ク

寺

に
ハ
今
に
至
て

向経

並
緣
起
を
板ハ
ン

に
し
て
ほ
ど
こ
す
」
と
追
記
し
て
い
る
。
永
福
寺

が
「
甚
深
囘
向
経
」
を
所
蔵
し
、
こ
れ
を
板
に
刻
し
て
版
行
し
て
い
た
こ
と
は
下
総
の

地
誌
と
し
て
最
も
古
い
と
さ
れ
る
佐
倉
藩
儒
臣
磯
辺
昌
言
撰
『
佐
倉
風
土
記
』16（
享
保

七
年
〈
一
七
二
二
〉
成
）
に
「
永
福
寺
　
在
二
飯
岡
ニ一
、
不
レ
詳
二ニ
セ
開
創
ヲ一
、
有
レ
鐘
刻
ム二
元

德
元
年
ノ
字
ヲ一
、
彫
鑄
畫
佛
像
甚
多
シ
、
出
ス二

向
經
ヲ一
、
〇
經
下
一
本
有
二
大
般
若
經
、

佛
名
經
等
ノ
八
字
一
俗
傳
フ
、
貞
和
中
、
上
總
ノ
國
高
階
氏
ノ
女
、
夢
ニ
所
レ
感
ス
ル
三
國
傳

ニ
所
レ
謂
飯
岡
ノ
律
僧
寺
即
チ
是
レ
也
ト
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
明
記

は
な
い
が
お
そ
ら
く
「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」
の
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
に
は
高
階
氏
の

女
房
（
娘
）
の
夢
想
譚
が
「
縁
起
」
と
し
て
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
「
貞
和
中
、
上
總
ノ
國
高
階
氏
ノ
女
、
夢
ニ
所
レ
感
ス
ル
三
國
傳
ニ
所
レ
謂
飯
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岡
ノ
律
僧
寺
即
チ
是
レ
也
ト
」
の
一
文
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
下
総

国
香
取
郡
生
ま
れ
の
農
政
家
・
国
学
者
宮
負
定
雄
撰
『
下
総
名
勝
図
絵
』17（
嘉
永
三
年

〈
一
八
五
〇
〉
成
）
は
「
飯
の
岡
永
福
寺
」
の
境
内
図
に
添
え
て
、「
飯イ

岡オ
カ

村
に
あ
り
。
開

創
未
詳
な
ら
す
、
鐘
に
元
徳
元
年
の
字
を
彫
付
て
在
り
、
宝
物
に
、
兆
殿
主
の
真
筆
に

て
、
十
六
羅
漢
の
画
像
掛
軸
あ
り
、
兆
殿
主
ハ
、
京
都
東
福
寺
の
所
化

に
て
、
頼
朝
時
代
の
人
な
り
、

御
領
主
田
安
殿
、
御
上
覧

在
ら
せ
ら
れ
、
御
紋
付
御
筥
御
寄
付
あ
り
。」
と
記
し
て
い
る
だ
け
か
ら
、
幕
末
に
は

す
で
に
「

向
經
」
は
失
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
永
福
寺
は
現
在
千
葉
県
成
田
市
飯
岡
に
所
在
す
る
真
言
宗
智
山
派
の
寺
院
で
飯

岡
山
を
称
し
、
近
隣
同
市
吉
岡
に
所
在
す
る
同
派
雲
富
山
大
慈
恩
寺
と
と
も
に
唐
僧
鑑

真
が
開
創
し
た
と
い
う
伝
承
を
有
す
る
。
永
福
寺
に
つ
い
て
『
千
葉
県
印
旛
郡
誌
』18
は

「
飯
岡
村
字
内
田
に
あ
り
飯
岡
山
と
号
す
真
言
宗
の
小
本
字
に
し
て
新
善
光
寺
末
な
り

本
尊
を
薬
師
如
来
と
す
孝
謙
天
皇
御
宇
天
平
宝
字
七
年
鑑
真
和
尚
の
創
立
」
と
伝
え
、

当
寺
が
鑑
真
開
創
寺
院
す
な
わ
ち
律
宗
寺
院
と
近
隣
に
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い

な
い
が
、
そ
れ
は
当
寺
み
ず
か
ら
が
鑑
真
開
創
伝
承
を
流
布
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
片
鱗
は
『
下
総
名
勝
図
絵
』
に
見
え
る
。
同
書
「
飯
岡
山
永
福
寺
」
条
に
「
開
創

未
詳
な
ら
す
」
と
宮
負
は
あ
え
て
鑑
真
開
創
伝
承
を
無
視
し
な
が
ら
元
徳
元
年
（
一
三

二
九
）
の
洪
鐘
銘
・
兆
殿
司
真
筆
の
十
六
羅
漢
画
像
の
襲
蔵
宝
物
と
領
主
田
安
殿
の
来

駕
上
覧
・
寄
付
品
を
記
し
て
い
る
の
は
当
寺
蔵
版
略
縁
起
か
ら
写
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
「
雲
富
山
大
慈
恩
寺
」
条
で
も
鑑
真
開
創
伝
承
に
触
れ
ず
「
雲

富
山
大
慈
恩
寺
略
縁
記
に
曰
」
と
大
慈
恩
寺
版
『
雲
富
山
大
慈
恩
寺
略
縁
起
』
を
引
い

て
い
る
。
永
福
寺
は
回
禄
に
よ
る
衰
微
で
宝
物
を
失
っ
た
が
、『
雲
富
山
大
慈
恩
寺
略

縁
起
』
の
存
在
と
そ
の
所
伝
に
よ
っ
て
両
寺
が
み
ず
か
ら
鑑
真
開
創
伝
承
を
流
布
し
て

い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
略
縁
起
は
大
方
軽
視
さ
れ
る
が
、
時
と
し
て
貴
重
有
効

で
あ
る
。『
下
総
名
勝
図
絵
』
に
引
く
『
雲
富
山
大
慈
恩
寺
略
縁
記
』
を
校
訂
し
て
示
す
。

抑
当
山
の
始
は
、
人
皇
四
十
六
代
孝
謙
天
皇
の
御
宇
、
天
平
宝
字
の
頃
、
唐
土
楊
州
の
鑑

真
和
尚
来
朝
し
て
奈
良
の
西
大
寺
を
草
創
し
、
其
後
当
寺
を
開
基
せ
り
。
其
よ
り
卅
余
代

を
経
て
寺
院
大
に
零
落
す
。
其
時
に
当
り
て
真
源
和
尚
又
更
に
中
興
す
。
真
源
は
橘
道
貞

卿
の
子
な
り
。
人
皇
八
十
九
代
亀
山
院
の
御
時
、
不
慮
の
事
あ
り
て
流
人
の
身
と
な
り
吉

岡
村
に
来
り
て
住
け
る
。
公
卿
即
道
貞
卿
な
り
。
妻
は
豊
田
氏
に
て
一
子
無
き
を
患
ひ
、

香
取
大
神
宮
に
参
籠
し
一
子
を
授
か
ら
ん
事
を
祈
り
け
る
に
、
三
七
日
盈
る
日
に
香
取
の

神
老
翁
と
現
し
給
ひ
、
一
つ
の
玉
を
妻
に
授
給
ふ
。
今
在
る
子
安
の
玉
、
是
な
り
。
程
な

く
懐
胎
し
て
男
子
を
儲
給
ふ
。
此
児
才
智
人
に
超
へ
奇
特
多
か
り
け
る
。
又
無
常
の
理
を

解
り
、
出
家
の
志
深
く
し
て
鑑
真
和
尚
三
十
余
代
の
末
資
海
真
長
老
の
弟
子
と
な
り
、
学

窓
に
身
を
委
ね
後
に
奈
良
の
西
大
寺
に
掛
錫
し
て
興
正
菩
薩
に
従
ひ
、
普
く
諸
教
を
学
ひ

具
足
戒
を
受
給
ふ
。
其
後
吉
岡
に
帰
り
当
寺
に
住
給
ふ
。
暦
応
年
中
、
吉
野
の
上
皇
・
光

明
天
皇
、
副
将
軍
源
朝
臣
直
義
公
に
勅
し
給
ひ
、
当
寺
を
勅
願
寺
と
な
し
、
一
基
の
宝
塔

を
建
立
し
給
ひ
、
仏
舎
利
を
安
置
し
、
永
銭
三
百
貫
を
寄
せ
ら
れ
、
宝
祚
万
々
歳
を
祈
り
、

丹
誠
を
抽
奉
る
べ
き
旨
、
院
旨
を
蒙
り
し
な
り
。
且
、
後
小
松
院
よ
り
院
宣
を
下
し
給
ひ
、

大
の
字
を
勅
許
し
、
寺
号
に
冠
ら
し
め
大
慈
恩
寺
と
称
せ
し
む
る
は
、
実
に
代
々
の
帝
王

御
崇
敬
浅
か
ら
さ
り
し
故
に
数
通
の
院
宣
并
に
鎌
倉
公
方
の
御
下
文
等
、
今
に
之
あ
り
。

　
○
霊
宝
物
に
は
光
明
天
皇
御
寄
進
の
仏
舎
利
　
○
須
徳
院
守
本
尊
小
刀
仏
の
釈
迦

　
○
足
利
義
満
公
守
本
尊
正
観
音
　
○
松
崎
稲
荷
よ
り
寄
進
の
玉
幡
二
流
　
○
子
安
玉

　
○
天
狗
寄
進
鉢
　
○
弘
法
大
師
加
持
石
　
○
院
宣
巻
物
　
○
足
利
尊
氏
御
馬
添
長
刀

　
○
副
将
軍
直
義
公
着
脱
甲
胄
　
○
鎌
倉
公
方
御
代
々
御
下
文

　
　�

此
外
宝
物
あ
げ
か
そ
ふ
る
に
遑
あ
ら
す
。
昔
京
都
よ
り
香
取
へ
勅
使
下
向
の
時
ハ
当
寺
勅
使
の

御
宿
な
り
。
今
に
勅
使
門
立
て
あ
り
。
是
を
明
ず
の
門
と
い
ふ
。
又
後
小
松
院
と
後
光
明
院
の

御
墓
あ
り
。

　
右
の
『
雲
富
山
大
慈
恩
寺
略
縁
記
』
は
、
当
寺
中
興
の
真
源
和
尚
を
藤
原
道
長
側
近

で
和
泉
式
部
と
の
間
に
小
式
部
内
侍
を
儲
け
た
橘
道
貞
の
子
だ
と
い
う
の
は
伝
説
に
過

ぎ
る
と
し
て
も
、
真
源
和
尚
が
鑑
真
三
十
余
代
の
末
資
海
真
長
老
の
弟
子
で
、
西
大
寺

興
正
菩
薩
叡
尊
か
ら
具
足
戒
を
直
受
し
た
律
僧
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
さ
ら
に
当
寺

が
暦
応
年
中
（
一
三
三
八-

一
三
四
二
）
に
吉
野
の
上
皇
す
な
わ
ち
後
醍
醐
天
皇
と
光
明

天
皇
の
勅
願
所
と
な
り
、
後
小
松
院
（
一
三
七
七-

一
四
三
三
）
か
ら
大
の
字
を
勅
許
す

る
院
宣
を
得
て
寺
号
を
大
慈
恩
寺
と
改
め
た
な
ど
、
歴
代
皇
族
貴
顕
か
ら
尊
重
さ
れ
て

今
日
に
隆
昌
が
永
続
し
て
い
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

　
大
慈
恩
寺
が
か
つ
て
慈
恩
寺
と
号
し
て
い
た
こ
ろ
、
当
寺
が
西
大
寺
流
律
宗
寺
院
で

あ
っ
た
こ
と
は
荻
野
三
七
彦
氏
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
文
化
の
地
方
伝
播
」19
が
当
寺
所

蔵
梵
鐘
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
三
月
二
十
九
日
付
銘
文
に
「
雲
富
山
慈
恩
寺
鐘
銘
／
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開
山
住
持
比
丘
眞
源
書
」
と
あ
る
真
源
が
西
大
寺
叡
尊
像
納
入
文
書
弘
安
三
年
（
一
二

八
〇
）
九
月
十
日
付
鏡
慧
奥
書
『
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
』
中
に
「
信
濃
国
人
真
源 

円
定

房
」
と
あ
る
そ
の
人
で
あ
り
、
ま
た
大
慈
恩
寺
蔵
『
応
永
卅
三
年
卯
月
十
日
大
須
賀
朝

信
紛
失
状
』
に
「
本
願
胤
氏
法
名

信
蓮
御
寄
進
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
真
源
は
叡
尊
の

没
す
る
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
八
月
二
十
五
日
ま
で
大
和
西
大
寺
で
修
行
し
て
お
り
、

そ
れ
が
叡
尊
歿
後
、
大
須
賀
胤
氏
の
招
請
に
よ
っ
て
慈
恩
寺
の
開
山
に
な
っ
た
も
の
で
、

当
寺
の
創
建
年
時
は
正
応
三
年
か
ら
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
間
で
あ
ろ
う
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
以
来
こ
れ
が
今
日
定
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
で
は
梵
鐘
銘

文
の
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
の
説
明
が
つ
か
ず
、
ま
た
『
雲
富
山
大
慈
恩
寺
略
縁
起
』

の
記
述
を
重
ん
じ
れ
ば
真
源
は
叡
尊
生
存
中
に
す
で
に
吉
岡
に
帰
郷
し
て
い
た
と
解
さ

れ
る
か
ら
疑
問
が
残
る
。

　
な
お
殿
谷
山
新
善
光
寺
は
山
武
郡
横
芝
光
町
篠
本
に
所
在
す
る
真
言
宗
智
山
派
寺
院

で
、
成
田
山
新
勝
寺
中
興
一
世
照
範
空
順
の
得
度
寺
と
し
て
名
高
く
、
同
町
尾
垂
浜
は

新
勝
寺
開
山
寛
朝
僧
正
が
京
か
ら
船
で
運
ん
だ
不
動
明
王
像
の
上
陸
地
点
と
し
て
知
ら

れ
る
。
照
範
空
順
は
『
當
寺
中
興
和
尚
之
記
』20
に
よ
る
と
常
州
水
戸
の
人
で
、
元
禄
十

三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
十
七
歳
で
新
勝
寺
中
興
一
世
と
し
て
晋
山
す
る
と
、
翌
十
四
年

居
開
帳
・
同
十
六
年
深
川
永
代
寺
八
幡
宮
出
開
帳
・
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
下
総
諸

国
巡
開
帳
を
興
行
す
る
な
ど
し
、
歌
舞
伎
役
者
市
川
団
十
郎
家
の
活
躍
と
相
俟
っ
て
新

勝
寺
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
今
日
隆
盛
の
基
を
築
い
た
人
だ
が
、
こ
う
し
た
照
範
差
配

の
新
勝
寺
の
動
向
と
大
慈
恩
寺
・
永
福
寺
に
よ
る
略
縁
起
等
々
の
版
行
も
無
関
係
で
は

あ
る
ま
い
。

　
上
総
国
極
楽
寺
郷
居
住
高
階
氏
の
女
房
の
夢
想
譚
は
『
三
國
傳

』
が
初
見
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
極
楽
寺
郷
は
千
葉
県
東
金
市
の
大
字
名
と
し
て
、
小
井
戸

は
同
市
松
之
郷
の
小
字
名
と
し
て
現
在
し
、
願
成
寺
は
同
市
松
之
郷
願
成
地
所
在
顕
本

法
華
宗
同
夢
山
願
成
就
寺
が
そ
の
後
身
と
さ
れ
て
い
る
。
願
成
就
寺
十
八
世
日
受
筆

『
過
去
帳
』21
に
「
当
山
起
立
処
、
大
檀
那
平
朝
臣
久
時
、
弘
安
三
年
庚
辰
五
月
廿
九
日
」

と
あ
り
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
条
に
「
こ
の
年
改
宗
。
中
興
開
基
日
誦
」
と
あ
っ

て
、
前
身
願
成
寺
の
草
創
を
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
平
朝
臣
久
時
す
な
わ
ち
北
条
久
時

の
開
基
と
い
い
、
そ
れ
が
大
永
元
年
に
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
上

総
願
成
寺
が
か
つ
て
真
言
律
宗
西
大
寺
派
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
は
夙
く
田
中
敏
子
氏

「
極
楽
寺
二
代
長
老
に
就
い
て
」22
に
詳
し
く
、
相
州
鎌
倉
地
獄
谷
に
霊
鷲
山
極
楽
寺
を

開
い
た
初
代
長
老
良
観
房
忍
性
が
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
八
月
二
十
五
日
八
十
六
歳

で
歿
す
る
と
、
そ
の
年
二
世
長
老
を
継
い
だ
の
は
上
総
願
成
寺
長
老
だ
っ
た
円
真
房
栄

真
で
あ
る
こ
と
を
『
伝
律
図
源
解
集
』『
西
大
寺
光
明
真
言
結
縁
過
去
帳
』『
極
楽
寺
過

去
帳
』『
極
楽
寺
宝
物
目
録
』
等
々
の
記
事
か
ら
闡
明
さ
れ
て
い
る
。
栄
真
は
西
大
寺

叡
尊
像
納
入
文
書
『
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
』23
等
に
よ
る
と
河
内
国
の
人
で
安
貞
元
年

（
一
二
二
七
）
に
生
ま
れ
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
七
十
七
歳
の
と
き
鎌
倉
極
楽
寺
を

継
ぎ
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
に
そ
こ
で
歿
し
た
が
、
桃
崎
祐
輔
氏
「
総
州
願
成
寺

の
探
索
―
房
総
に
お
け
る
西
大
寺
流
真
言
律
寺
院
の
沿
革
小
考
」24
に
よ
る
と
、
栄
真
は
一
二

七
〇
年
代
ま
で
に
東
国
に
下
り
、
五
十
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
上
総
願
成
寺
長
老
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
西
大
寺
叡
尊
遷
化
之
記
』25・
東
大
寺
凝
然
撰
『
律
宗
綱
要
』26

等
の
記
事
か
ら
栄
真
は
そ
の
晩
年
、
西
大
寺
流
教
団
に
お
い
て
極
楽
寺
忍
性
・
常
州
清

凉
寺
長
老
董
順
房
頼
玄
に
次
ぎ
、
西
大
寺
二
世
長
老
慈
道
房
信
空
よ
り
も
上
位
の
重
要

人
物
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
上
総
願
成
寺
は
房
総
に
お
け
る
真
言
律

宗
西
大
寺
派
の
教
線
拡
張
の
た
め
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
栄
真
が

去
っ
た
後
の
動
静
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
顕
本
法
華
宗
願
成
就
寺
が
上
総
願
成
寺
の
後

身
だ
と
し
て
、
願
成
就
寺
が
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
五
月
に
日
蓮
宗
妙
満
寺
派
寺
院

と
し
て
開
山
さ
れ
る
ま
で
の
凡
そ
二
百
年
余
の
空
白
は
い
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　
同
夢
山
願
成
就
寺
の
前
身
上
総
願
成
寺
が
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
北
条
久
時
に
よ

る
開
基
と
さ
れ
る
の
は
、
願
成
就
寺
十
八
世
日
受
が
諸
記
録
を
整
理
し
延
享
四
年
（
一

七
四
七
）
十
月
一
日
に
新
た
に
記
し
た
『
過
去
帳
』
に
「
当
山
起
立
処
、
大
檀
那
平
朝

臣
久
時
、
弘
安
三
年
庚
辰
五
月
廿
九
日
」
と
あ
る
か
ら
で
、
同
寺
旧
蔵
の
梵
鐘
の
銘
文27

に
「
願
諸
賢
聖
同
入
道
場
願
諸
悪
趣
俱
離
苦
弘
安
三
年
庚
　
　
辰

五
月
廿
九
日
施
主
沙
門
寂

妙
大
檀
那
平
朝
臣
久
時
」
と
あ
る
こ
と
が
そ
の
物
証
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
北
条
氏

極
楽
寺
流
・
赤
橋
流
を
『
尊
卑
分
脉
五
』28
に
辿
っ
て
み
る
と
、
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長
時
（
一
二
二
七
生

一
二
六
四
歿
）
─
義
宗
（
一
二
五
三
生

一
二
七
七
歿
）

　
　
義
時
（
一
一
六
三
生

一
二
二
四
歿
）
─
重
時
（
一
一
九
八
生

一
二
六
一
歿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
時
（
一
二
四
一
生

一
二
八
七
歿
）

　
　
久
時
（
一
二
七
二
生

一
三
〇
七
歿
）
─
守
時
（
一
二
九
五
生

一
三
三
三
歿
）

と
次
第
す
る
。
し
か
し
弘
安
三
年
久
時
は
わ
ず
か
九
歳
で
あ
っ
て
、
何
某
の
外
護
後
援

が
あ
っ
た
と
し
て
も
十
に
も
満
た
ぬ
少
年
に
一
寺
草
創
の
重
責
を
負
わ
せ
る
の
は
無
理

が
あ
る
。
そ
れ
に
日
受
筆
『
過
去
帳
』
が
当
山
起
立
を
「
弘
安
三
年
庚
辰
五
月
廿
九

日
」
と
伝
え
る
年
月
日
は
明
ら
か
に
梵
鐘
銘
か
ら
採
っ
た
も
の
で
信
ず
る
に
足
り
な
い
。

想
え
ば
洪
鐘
銘
に
刻
さ
れ
た
弘
安
三
年
は
久
時
の
父
義
宗
の
歿
後
三
年
に
当
た
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
洪
鐘
は
久
時
が
寂
妙
な
る
沙
門
の
助
縁
を
得
て
父
義
宗
三
年
忌

追
薦
の
た
め
に
鋳
造
せ
し
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
願
成
寺
は
そ
れ
以
前

す
で
に
建
立
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
長
時
あ
る
い
は
義
宗
の
仕
業
で

あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
北
条
氏
極
楽
寺
流
が
真
言
律
宗
西
大
寺
派
の
良
観
房
忍
性
と

親
交
し
た
こ
と
は
鎌
倉
極
楽
寺
剏
立
に
ま
つ
わ
る
一
事
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

『
元
亨
釋
書
』
卷
第
十
二
「
釋
忍
性
」
伝
の
一
節
に
「
武
州
刺
吏
平
長
時
欽
二
性
律
行
一。

新
二ニ
シ
テ
極
樂
寺
一
延
之
」
と
あ
っ
て
、
長
時
は
忍
性
の
律
行
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

重
時
が
開
基
し
忍
性
が
開
山
し
た
極
楽
寺
を
、
父
歿
後
に
長
時
・
業
時
兄
弟
が
力
を
勠

せ
て
修
栄
し
巨
刹
に
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
も
、
北
条
氏
極
楽
寺
流
の
真
言
律
宗
西

大
寺
派
忍
性
一
流
へ
の
尊
崇
と
外
護
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
長
時
あ
る
い
は
義
宗
が

剏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
上
総
願
成
寺
も
そ
の
当
時
は
真
言
律
宗
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、

桃
崎
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
栄
真
が
五
十
歳
の
こ
ろ
上
総
願
成
寺
に
止
住
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
こ
ろ
当
寺
は
律
宗
寺
院
と
し
て
建
立

さ
れ
、
そ
の
開
山
初
代
に
栄
真
が
請
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
総
願
成
寺
に
つ
い
て
は
池
上
洵
一
氏
が
『
三
国
伝
記
（
下
）』29
に
「
臨
済
宗
黄
龍

派
の
雲
叟
慧
海
が
開
山
と
伝
え
る
が
現
存
せ
ず
、
正
確
な
所
在
地
は
未
詳
」
と
施
注
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
桃
崎
氏
は
こ
れ
を
受
け
容
れ
て
、
栄
真

が
去
っ
た
後
も
願
成
寺
は
律
寺
と
し
て
存
続
し
た
よ
う
だ
が
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）

か
ら
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
の
間
に
雲
叟
慧
海
に
よ
っ
て
臨
済
禅
寺
に
改
め
ら
れ
、

さ
ら
に
曹
洞
宗
に
転
じ
、
七
里
法
華
の
攻
勢
を
受
け
て
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
五
月
、

日
誦
に
よ
っ
て
法
華
宗
寺
院
に
改
宗
さ
れ
た
と
推
量
さ
れ
て
い
る
。
池
上
氏
の
指
摘
は

お
そ
ら
く
『
扶
桑
五
山
記
二
』30「
大
日
本
國
禪
院
諸
山
座
位
條
暦々
應
四
年
八
月
廿
三
日
評
定
、

同
五
年
四
月
二
十
三
日
重
沙
汰
、
」

「
諸
山
」「
上
総
州
」
項
に
、

衟
茂
山
願
成
禪
寺
開
山
雲（
惠
海
）叟
、

朗（
・
藏
叟
）譽

と
あ
る
の
に
據
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
施
注
に
山
号
の
記
載
が
な
い
の
で
他
資
料

の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
池
上
氏
の
指
摘
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
っ
て
、
雲
叟
慧

海
に
つ
い
て
『
禪
學
大
辞
典
別
巻
』31
所
載
「
禅
宗
法
系
図
」・
玉
村
竹
二
氏
『
五
山
禪

林
宗
派
圖
』32
等
々
に
よ
っ
て
そ
の
法
脈
を
辿
る
と
、

明
庵
榮
西
─
釋
円
房
榮
朝
─
藏
叟
朗
譽
─
─
寂
庵
上
昭
─
─
雲
叟
慧
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
住
道
曉
　
─
龍
山
德
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
立
翁
□
基
─
中
巖
圓
月

雲
叟
慧
海
─
寒
潭
慧
雲
─
─
無
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
高
山
通
妙

の
如
く
で
、
雲
叟
慧
海
が
葉
上
房
明
庵
榮
西
の
法
脈
を
曳
く
臨
済
宗
黄
龍
派
の
禅
を
受

け
た
鎌
倉
五
山
三
位
の
亀
谷
山
寿
福
寺
僧
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
。
明
庵
榮
西
は
渡

宋
し
て
臨
済
宗
黄
龍
派
の
禅
を
受
法
し
、
帰
国
し
て
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
鎌
倉
に

亀
谷
山
寿
福
寺
を
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
年
京
都
に
東
山
建
仁
寺
を
開
い
て
日
本

禅
宗
初
祖
と
称
さ
れ
る
が
、
榮
西
の
法
脈
を
継
い
だ
釋
円
房
榮
朝
・
藏
叟
朗
譽
は
と
も

に
無
住
道
曉
『
沙
石
集
』
に
載
る
著
名
な
明
徳
で
あ
っ
た
。
榮
朝
（
一
一
六
五-

一
二

四
七
）
は
『
元
亨
釋
書
』
卷
六
・『
延
寶
傳
燈
録
』33
卷
六
に
小
伝
が
載
り
、
榮
西
に
嗣

法
し
た
の
ち
上
州
新
田
に
世
良
田
山
長
楽
寺
を
開
い
た
人
で
、『
沙
石
集
』34
卷
六
上

「
榮
朝
上
人
之
説
戒
之
事
」
に
は
説
法
・
説
戒
に
す
ぐ
れ
多
く
の
僧
俗
が
聴
聞
に
参
じ

た
と
伝
え
て
い
る
。
藏
叟
朗
譽
（
一
一
九
四-

一
二
七
七
）
は
『
延
寶
傳
燈
錄
』
卷
六
に

よ
る
と
榮
朝
の
法
を
嗣
ぎ
長
楽
寺
に
住
持
し
た
が
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
鎌
倉
寿
福

寺
住
持
と
な
り
、
晩
年
ま
た
長
楽
寺
に
帰
っ
た
。『
沙
石
集
』
卷
十
上
「
壽
福
寺
朗
譽

上
人
事
」
に
は
智
行
兼
備
の
名
徳
で
、
建
長
寺
兀
庵
普
寧
が
藏
叟
を
評
し
て
「
日
本
に

は
過
分
の
智
者
也
」
と
云
っ
た
話
を
載
せ
て
い
る
。
師
榮
朝
に
同
じ
く
説
法
が
巧
み
で

禅
客
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
年
六
月
四
日
歿
。
八
十
四
歳
。
寂

庵
上
昭
（
一
二
二
九-
一
三
一
六
）
は
『
延
寶
傳
燈
錄
』
卷
六
に
よ
る
と
藏
叟
朗
譽
に
学
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び
、
渡
宋
し
て
虚
堂
智
愚
ら
に
参
禅
し
、
帰
国
後
寿
福
寺
の
大
休
正
念
の
も
と
で
首
座

と
な
り
、
の
ち
藏
叟
の
跡
を
継
い
で
七
代
住
持
と
な
っ
た
。
正
和
五
年
六
月
十
六
日
八

十
八
歳
で
歿
。
諡
号
は
宏
光
禅
師
。
こ
の
寂
庵
上
昭
の
弟
子
が
上
総
道
茂
山
願
成
寺
を

開
山
し
た
雲
叟
慧
海
で
あ
る
。
雲
叟
と
道
茂
山
願
成
寺
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
禅
文
化

研
究
所
藤
田
琢
司
氏
の
御
示
教
に
よ
っ
て
次
の
二
点
の
資
料
を
知
り
得
た
の
で
掲
出
す

る
。
す
な
わ
ち
玉
村
竹
二
氏
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
卷35
所
収
『
中
巖
圓
月
作
品
拾

遺
』
所
載
「
妙
首
座
住
上
總
州
願
成
寺
山
門
疏
」
及
び
同
第
六
卷36
所
収
『
秋
澗
泉
和
尚

語
録
中
』
所
載
「
逍
遙
菴
請
爲
雲
叟
和
尙
拈
香
」
で
あ
る
。

〇
妙（
髙

首山
通

座妙
）

住
上
總
州
願
成
寺
山
門
疏

　�

上
總
州
衟
茂
山
願
成
之
寺
、
乃
吾
祖
翁
雲（
慧

叟海
）

、

輿
禪
刹
以
來
、
甲
乙
其
徒
、
以
爲
住

持
也
、
己

（

文

亥四
年
）
冬
、
叟
之
孫
高
山
妙
公
座
元
、
以
久
行
脚
江
淛
之
勞
、
而
況
復
比
來
掃
墖

於
積
翠
、
轉
見
其
行
事
之

、
故
吾
徒
吿
之
京
師
、
乃
賜
□〇
闕
字

參
誼
大（
足
利
義相
公詮
）
、
御
敎
書
、

敦
請
妙
公
、
住
持
本
寺
、
爲
　
國
開
堂
演
法
、
祝
延
　
圣
壽
、
於
是
、
兩
序
耆
舊
、
合

詞
迎
駕
、
其
詞
云
、

　�

佛
法
付
屬
國
王
大
臣
、
誠
哉
言
也
、
逹
磨
西
來
六
傳
而
曹
溪
、
孰
敢
間
言
之
哉
、
曹
溪

分
而
二
之
、
而
后
五
派
支
之
、
獨
我
臨
濟
氏
、
淂
其
正
統
、
臨
濟
七
世
之
后
、
釐
而
岐

之
、
一
曰
楊
岐
、
一
曰
黃
龍
、
岐
之
宗
也
、
自
微
而
著
、
犹
原
泉
混
〻
、
不
舍
晝
夜
、

盈
科
而
進
、
放
諸
海
也
、
惟
龍
之
產
、
一
世
二
世
三
世
、
甚
生
繁
多
、
以
元
祐
衣
冠
蘓

黃
二
公
所
扶
翊
而
然
也
、
遼
金
二
虜
、
䟦
扈
中
原
、
炎
宋
南
渡
、
中
興
之
世
、
惟
張

丞（
張
浚
）相
紫
砦
、
力
護
吾
圓（
克

悟）・
大（
宗

惠杲
）

子
之
門
、
由
是
、
呉
越
令
行
、
小
釋
迦
之
讖
、
若

合
符
契
、
黃
龍
下
除
諶（

介
諶
）無
示
・
賁（
曇

心蕡
）

聞
之
外
、
寂
尓
無
𥹢
、
亦
時
哉
、
共
惟
、
千
光
分

燈
一
室
之
中
、
燭
我
海
東
粟
散
王
之
土
、
數
傳
而
獲
妙
公
、
不
亦
欽
哉
、
妙
也
、
往
哉

欽
之
、

〇
逍
遙
菴
請
爲
雲（

慧

叟海
）

和
尙
拈
香

　�

住
山
二
十
三
年
、
慈
惠
無
偏
、
住
世
八
十
六
歲
、
戒
珠（
マ
ヽ
）

　
圓
、
探
知
大
唐
國
裏
無
知
識
、

直
得
逍
遙
菴
中
守宗

乎

派
禪
、
黃（
慧
南
）龍
遠
孫
譽（
藏
叟
朗
譽
）

公
嗣
、
源
深
旣
是
堪
泊
舩
、
禪
也
得
敎
也
得
、

瀛
渤
依
舊
混
百
川
、
動
靜
去
來
新
羅
箭
、
枯
木
花
開
半
夜
天
、

　
右
二
点
の
う
ち
中
巖
圓
月
作
「
妙
首
座
住
上
總
州
願
成
寺
山
門
疏
」
に
よ
っ
て
總
州

道
茂
山
願
成
寺
の
権
輿
が
雲
叟
慧
海
で
あ
り
、
こ
れ
を
雲
叟
の
弟
子
甲
乙
二
人
が
継
ぎ
、

さ
ら
に
雲
叟
の
法
孫
高
山
通
妙
が
継
い
だ
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
道
茂
山
願
成
寺
が
鎌
倉

の
霊
鷲
山
極
楽
寺
二
世
長
老
を
継
い
だ
円
真
房
栄
真
が
長
老
と
し
て
止
住
し
て
い
た
真

言
律
宗
西
大
寺
派
良
観
房
忍
性
一
流
上
総
願
成
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
近
隣
に
同
名
の
寺

院
が
存
在
し
た
痕
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
も
疑
い
を
容
れ
な
い
。
す
る
と
上
総
願
成
寺
は

円
真
房
栄
真
が
去
っ
た
の
ち
新
た
に
臨
済
宗
黄
龍
派
寺
院
道
茂
山
願
成
寺
と
し
て
鎌
倉

亀
谷
山
寿
福
寺
の
雲
叟
慧
海
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
以
来
雲
叟
門
下
の
臨
済
僧
た
ち
に

よ
っ
て
経
営
せ
ら
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
巖
圓
月
（
一
三
〇
〇-

一
三
七
五
）
は
相
模
鎌
倉
の
人
で
、
そ
の
『
自
歴
譜
』37
及
び

玉
村
氏
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
卷
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
父
が
竄
せ
ら
れ
母
が
去
っ

て
孤
児
と
な
っ
た
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
春
、
父
方
の
祖
母
に
連
れ
ら
れ
寿
福
寺
に

入
っ
て
僧
童
と
な
り
、
寂
庵
上
昭
の
弟
子
立
翁
□
基
に
随
時
し
て
以
来
、
圓
覺
寺
東
明

慧
日
・
萬
壽
寺
絶
崖
宗
卓
・
永
平
寺
義
雲
・
建
長
寺
靈
山
道
隱
ら
に
参
じ
て
正
中
二
年

（
一
三
二
五
）
入
元
。
天
寧
寺
靈
石
如
芝
・
雲
巖
寺
の
日
本
僧
龍
山
徳
見
・
百
丈
山
大
智

寺
東
陽
徳
輝
ら
に
参
じ
て
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）
帰
朝
。
上
野
利
根
吉
祥
寺
・
鎌
倉

乾
明
山
萬
壽
寺
・
豊
後
蒋
山
萬
壽
寺
・
京
五
山
萬
壽
寺
・
建
仁
寺
・
等
持
寺
・
龍
興
寺

に
住
し
た
。「
詩
文
以
外
の
こ
と
に
就
い
て
は
全
く
小
兒
同
様
で
、
最
も
世
渡
に
拙
劣

な
偏
頗
な
人
格
」
と
玉
村
氏
は
評
す
る
が
、
し
か
し
明
徳
を
遍
歴
し
て
多
彩
に
学
び
、

人
事
に
つ
い
て
も
豊
富
な
情
報
を
得
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
道
茂
山
願
成
寺
の
甲

乙
に
つ
い
て
も
存
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
甲
乙
が
二
人
と
は
限
ら
ぬ
が
そ
の
一
人
を

無
涯
仁
浩
（
一
二
九
四-

一
三
五
九
）
が
伝
え
て
い
る
。

　
　
無
證
首
坐
住
上
総
州
願
成
寺
山
門
疏

眉
間
宝
剣
。
孰
敢
嬰
鋒
。
手
面
灵
機
。
誰
親
辨
的
。
真
善
知
識
。
已
見
盛
化
於
一
方
。
大

聖
文
殊
。
何
論
度
夏
於
三
處
。
惟
嘉
名
而
適
合
。
廼

行
其
亦
同
。
某
人
。
雲
叟
親
孫
。

寒
潭
嫡
嗣
。
既
是
宗
門
碩
匠
。
竒
哉
大
法
元
亀
。
豈
久
卧
福
山
亀
谷
之
閑
房
。
合
思
興
雲

門
睦
州
之
風
采
。
平
田
九
十
頃
。
鶴
望
相
迎
。
街
市
三
百
家
。
雷
動
頻
叶
。
我

掃
門
以

候
。

然
而
来
。
衆
皆
洗
耳
以
聽
。
熾
然
而

。
幸
作
興
其
法
社
。

無
負
於
　
聖
恩

　
右
の
「
無
證
首
坐
住
上
総
州
願
成
寺
山
門
疏
」
は
『
建
仁
無
涯
仁
浩
禅
師
語
録
三
』38

に
載
る
も
の
で
、
無
涯
仁
浩
が
建
仁
寺
住
持
の
時
の
作
で
あ
る
。
無
涯
は
出
羽
国
の
人
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で
寿
福
・
建
仁
両
寺
で
鐵
庵
道
生
に
参
じ
て
入
元
、
在
元
二
十
四
年
に
し
て
貞
和
元
年

帰
国
し
、
肥
後
能
仁
寺
・
鎌
倉
東
勝
寺
を
昇
住
し
て
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
四
月
五

日
に
建
仁
寺
三
十
九
世
住
持
位
に
就
き
、
翌
四
年
正
月
五
日
に
六
十
六
歳
で
歿
し
て
い

る
。
す
る
と
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
時
点
の
上
総
道
茂
山
願
成
寺
住
持
は
雲
叟
慧
海

の
法
孫
で
寒
潭
慧
雲
の
嫡
嗣
で
あ
る
無
證
な
る
僧
が
務
め
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
在
元

二
十
四
年
の
無
涯
が
「
宗
門
碩
匠
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
無
燈
は
学
業
・
行
実
と
も
に

優
れ
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
中
巖
圓
月
作
「
妙
首
座
住
上
總
州
願
成
寺
山
門
疏
」
に
記
さ
れ
た
「
己
亥
冬
」

を
玉
村
氏
は
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
と
傍
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
己
亥
冬
」
は
高

山
通
妙
が
道
茂
山
願
成
寺
の
住
持
位
に
就
い
た
年
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
吾
徒
告
之
京

師
」
の
年
、「
賜
参
誼
大
相
公
御
教
書
」
の
年
、
ま
た
住
持
就
任
式
で
あ
る
「
開
堂
」

の
年
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
無
證
が
道
茂
山
願
成
寺
の
住

持
位
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
翌
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）「
己
亥
冬
」
は
寒
潭
嫡
嗣
無
燈

の
後
継
と
し
て
高
山
通
妙
が
道
茂
山
願
成
寺
の
住
持
位
に
就
い
た
年
と
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
疏
文
は
高
山
通
妙
を
本
寺
寿
福
寺
住
持
と
し
て
迎
え
る
た
め
の
迎
駕

詞
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
中
巖
圓
月
が
両
序
に
代
わ
っ
て
作
文
し
た
の
で
あ
る
。
諸
寺
を

目
ま
ぐ
る
し
く
転
遷
す
る
波
乱
の
日
常
を
送
る
中
巖
圓
月
が
延
文
四
年
以
降
に
鎌
倉
に

留
ま
っ
た
の
は
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
六
十
八
歳
の
秋
に
建
長
寺
の
公
帖
が
下
っ

た
の
で
下
京
し
て
十
月
三
日
に
四
十
一
世
と
し
て
入
寺
し
、
翌
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）

春
に
退
院
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
数
ヶ
月
に
過
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
折
り
疏
文
の
代

作
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
と
推
量
す
る
。

　
秋
澗
道
泉
作
「
逍
遙
菴
請
爲
雲
叟
和
尙
拈
香
」
に
よ
っ
て
雲
叟
慧
海
の
世
寿
が
知
れ

る
。
秋
澗
道
泉
は
備
中
の
人
で
大
休
正
念
の
印
可
を
受
け
、
の
ち
鎌
倉
寿
福
寺
の
住
持

と
な
っ
た
。
玉
村
氏
『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
卷
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
秋
澗
道
泉
は

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
九
月
十
二
日
に
寿
福
寺
十
一
世
住
持
位
に
就
い
て
翌
同
二
年

六
月
頃
ま
で
住
山
し
、
同
三
年
七
月
十
日
に
歿
し
て
い
る
。
秋
澗
道
泉
が
そ
の
わ
ず
か

な
住
持
位
時
に
山
内
逍
遥
庵
か
ら
拈
香
を
拝
請
さ
れ
、
た
め
に
「
逍
遙
菴
請
爲
雲
叟
和

尙
拈
香
」
を
作
文
し
て
そ
の
拈
香
会
の
導
師
を
勤
め
た
と
す
る
と
、
雲
叟
慧
海
の
生
歿

年
を
推
量
で
き
る
。
仮
に
拈
香
会
が
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
執
行
さ
れ
た
と
し
て
、

ま
た
そ
の
年
を
雲
叟
慧
海
の
歿
年
だ
と
す
る
と
、「
住
世
八
十
六
歳
」
と
い
う
の
だ
か

ら
生
年
は
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
玉
村
氏
『
五
山
禪
林

宗
派
圖
』
は
雲
叟
慧
海
の
歿
年
を
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
十
二
月
二
日
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
は
「
譽
公
嗣
」
と
伝
え
ら
れ
る
雲
叟
慧
海
は
嗣
法
の
師
藏
叟
朗
譽

（
一
一
九
四-

一
二
七
七
）
と
存
生
が
重
な
ら
な
い
。
氏
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
な
お
ま
た

「
住
山
二
十
三
年
」
が
道
茂
山
願
成
寺
、
あ
る
い
は
鎌
倉
寿
福
寺
を
い
う
の
か
判
断
に

迷
う
が
、
逍
遥
庵
か
ら
拈
香
の
請
願
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
重
ん
じ
れ
ば
寿
福
寺
山
内
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
雲
叟
慧
海
は
榮
西
が
開
い
た
山
内
逍
遥
庵
に
止

住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
重
言
す
る
が
、
房
総
に
お
け
る
真
言
律
宗
西
大
寺
派
の
拠
点
寺
院
で
あ
っ
た
上
総
成

願
寺
は
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
真
栄
長
老
が
鎌
倉
極
楽
寺
二
世
に
転
出
し
て
の
ち
、

臨
済
宗
黄
竜
派
寺
院
道
登
山
願
成
寺
と
し
て
鎌
倉
亀
谷
山
寿
福
寺
の
雲
叟
慧
海
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
以
後
雲
叟
の
法
脈
に
連
な
る
甲
乙
、
法
孫
の
無
證
・
高
山
通
妙
ら
が
継
い

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
真
言
律
宗
西
大
寺
派
寺
院
願
成
寺
の
閉
山
は
長
老
栄
真
転
出
後
そ

れ
ほ
ど
時
を
隔
て
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
臨
済
宗
黄
龍
派
寺
院
道
登
山

願
成
寺
は
延
文
三
、
四
年
こ
ろ
無
證
あ
る
い
は
高
山
通
妙
が
住
持
位
に
あ
っ
て
、
諸
山39

に
列
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
慥
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
存
続
し
た
も

の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
上
総
国
小
山
辺
郡
内
極
楽
寺
は
真
言
律
宗
西
大
寺
派
と
、

願
成
就
寺
至
近
所
在
の
中
垰
山
寿
福
寺
は
臨
済
宗
黄
龍
派
鎌
倉
寿
福
寺
と
無
縁
と
は
思

わ
れ
ず
一
考
を
要
す
る
。

　『
三
國
傳

』
卷
八
第
十
一
「
上
總
國
極
樂
寺
郷
居
住
高
階
氏
ノ
夢
想
ノ
事 

明
大
囘

向
經
事
」
に
伝
え
る
、
律
僧
を
落
と
し
懐
胎
し
た
児
を
土
に
埋
め
水
に
沈
め
た

女
は

正
和
二
年
（
一
三
一
二
）
六
月
一
日
に
死
ん
だ
。

女
の
住
む
荷
澤
の
里
近
く
の
願
成

寺
は
律
宗
寺
院
で
は
既
に
な
く
、
新
た
に
臨
済
宗
寺
院
と
し
て
開
山
し
た
道
登
山
願
成

寺
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

女
は
極
樂
寺
郷
に
居
住
す
る
高
階
氏
の
女
房
の
甚
深
大

回
向
経
供
養
に
よ
っ
て
兜
率
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
高
階
氏
の
女
房

に
「
甚
深
囘
向
経
」
が
大
蔵
経
中
に
あ
る
こ
と
を
教
え
た
の
は
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五

-

一
三
五
一
）
の
弟
子
で
洛
陽
の
は
ず
れ
嵯
峨
に
住
む
周
豪
上
座
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
周

豪
」
を
『
佛
神

應
錄
』
卷
十
一-

三
「
甚
深
囘
向経

ノ
功
德
緣
起
ノ
事
」
は
「
周

毫
」、
貝
葉
書
院
版
「
囘
向
經
夲
朝
靈
験
亊
」
は
「
周
皓
」
と
伝
え
る
。

　「
周
豪
」
は
狩
野
永
納
編
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
開
版
『
本
朝
畫
史
』40
卷
三
「
中
世
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名
品
」
に
「
僧
周
豪
亦
與
二
夢
窓
一
同
スレ
時
ヲ
其
畫
也
大
抵
似
リ二
鐵
舟
ニ一
」
と
伝
え
る
画
僧

周
豪
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
夢
窓
疎
石
と
同
時
代
の
人
で
、
画
の
本
要
は
鐵
舟
に
似
る

と
い
う
。
そ
の
鐵
舟
德
濟
（
一
三
六
六
歿
）
は
『
延
寶
傳
燈
錄
』
卷
二
十
四
に
、
入
元

し
て
順
宗
帝
か
ら
円
通
大
師
の
号
を
受
け
、
帰
国
後
天
龍
寺
夢
窓
疎
石
の
法
を
嗣
い
で

天
龍
寺
二
世
無
極
志
玄
を
補
し
、
京
都
万
寿
寺
に
住
し
て
晩
年
西
山
龍
光
院
に
退
い
た

と
伝
え
る
。
語
録
が
あ
り
、
著
書
に
『
閻
浮
集
』
が
あ
っ
て
、『
本
朝
畫
史
』
は
そ
の

画
業
を
「
畫
長
ス二
於
山
水
ニ一
花
鳥
モ
亦
善
二ク
ス
少
レレ
ナ
リ
設
レル
コ
ト
色
ヲ
比
二ス
レ
ハ
曇
芳
ニ一
爲
二
稍
實
一ナ

リ
ト
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
曇
芳
周
應
（
一
四
〇
一
歿
）
は
『
扶
桑
五
山
記
』『
延
寶
傳

燈
錄
』
卷
二
十
四
に
よ
る
と
、
夢
窓
の
法
を
嗣
ぎ
、
の
ち
鎌
倉
寿
福
寺
四
十
八
世
・
建

長
寺
五
十
七
世
・
円
覚
寺
五
十
二
世
を
経
歴
し
た
人
で
、『
本
朝
畫
史
』
は
「
墨
畫

學
テ二
牧
溪
ノ
善
二ク
ス
花
鳥
竹
石
ヲ
一
筆
力
粗
豪ナ
ル 

耳ノ
ミ

」
と
評
し
て
い
る
。『
本
朝
畫
史
』
は

周
豪
・
鐵
舟
德
濟
・
曇
芳
周
應
の
ほ
か
に
も
夢
窓
疎
石
の
弟
子
画
僧
と
し
て
玅
澤
周

澤
・
無
等
周
位
を
挙
げ
る
が
、
彼
ら
は
そ
の
経
歴
か
ら
い
ず
れ
も
室
町
時
代
初
期
に
画

僧
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
臨
済
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
嵯
峨
天
龍
寺
慈
済
院
に
周
豪
筆
『
佛
慈
禪
師
像
』41（
絹
本
着
色
。

掛
幅
装
一
幅
）
が
伝
わ
る
。
仏
慈
禅

師
す
な
わ
ち
無
極
志
玄
（
一
二
八
二-

一
三
五
九
）
の
頂
相
で
、
賛
に
、

貧
之
無
極
嗔
是
／
無
極
癡
是
無
極
／
等
分
無
極
脚
跟
／
下
事
是
何
無
極
／
我
屋
裏
人
須
着

／
眼
目
延
文
己
亥
／
二
月
十
六
／
「
天
竜
」（
朱
文
方
印
）「
無
極
」（
朱
文
方
内
円
印
）「
印
」

（
朱
文
方
印
）
／
在
日
有
命
／
滅
後
敬
書

と
あ
り
、
画
像
の
右
袖
外
側
最
左
端
に
「
周
豪
」
の
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頂

相
一
幅
に
つ
い
て
『
無
極
和
尚
傳
』42
が
そ
の
由
縁
を
伝
え
て
い
る
。
延
文
四
年
仲
春
初
、

無
極
和
尚
が
微
恙
を
示
さ
れ
た
の
で
門
人
ら
は
十
一
日
肖
像
を
呈
し
て
賛
を
請
う
た
。

す
る
と
和
尚
は
「
吾
以
十
六
日
行
矣
。
画
當
書
其
日
」
と
空
谷
明
応
に
命
じ
て
賛
偈
を

託
し
、
二
月
十
六
日
徒
衆
を
聚
め
遺
誡
す
る
と
安
座
し
て
逝
帰
さ
れ
た
と
い
う
。
無
極

歿
後
、
法
嗣
空
谷
明
応
は
頂
相
に
賛
偈
を
書
し
て
師
の
遺
命
を
果
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
頂
相
を
描
い
た
の
は
周
豪
で
あ
っ
た
。
無
極
志
玄
は
順
徳
天
皇
の
孫
四
辻
宮
尊
雅

王
を
父
に
持
つ
公
家
の
出
で
、
鎌
倉
建
長
寺
兀
庵
普
寧
嗣
法
の
弟
子
鎌
倉
浄
智
寺
準
開

山
南
洲
宏
海
の
も
と
で
出
家
し
、
京
都
東
福
寺
無
為
昭
元
に
学
び
、
の
ち
鎌
倉
円
覚
寺

で
夢
窓
疎
石
に
師
事
し
て
嗣
法
し
京
都
天
龍
寺
二
世
と
な
っ
た
人
で
、
い
わ
ゆ
る
初
期

転
派
者
の
中
で
も
最
重
要
人
物
で
あ
り
、
国
師
歿
後
の
夢
窓
派
一
門
に
あ
っ
て
最
高
位

に
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
臨
命
終
時
に
あ
た
っ
て
頂
相
が
用
意
さ

れ
る
の
は
通
例
で
あ
る
か
ら
、
無
極
志
玄
自
身
そ
の
画
師
が
周
豪
で
あ
る
こ
と
は
存
知

し
認
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
当
時
、
周
豪
が
夢
窓
派
一
門
に
お

い
て
画
僧
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
推
量
で
き
る
。
想
え
ば
貞
和
三

年
（
一
三
四
七
）
高
階
氏
の
女
房
に
「
甚
深
囘
向
経
」
が
大
蔵
経
中
に
あ
る
こ
と
を
教

示
し
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
無
極
志
玄
の
頂
相
を
描
く
ま
で
の
凡
そ
十
余
年
の
間
、

か
つ
て
上
座
と
呼
ば
れ
た
周
豪
は
お
そ
ら
く
嵯
峨
に
あ
っ
て
そ
の
行
実
を
怠
ら
ず
研
鑽

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　「
周
毫
」
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
そ
の
関
係
資
料
を
見
出
せ
な
い
が
、「
周
皓
」
は
玉
村

竹
二
氏
『
夢
窓
国
師
』43
付
載
「
夢
窓
門
徒
一
覧
（
略
出
）」
に
そ
の
名
が
玉
泉
周
皓
と

見
え
、
臨
川
寺
に
止
住
し
、
西
山
給
園
庵
に
塔
さ
れ
た
人
と
知
れ
る
。『
延
寶
傳
燈
錄
』

卷
二
十
四
に
「
京
兆
臨
川
玉
泉
周
皓
禪
師
。
參
禪
暇
。
從
二
義
堂
絶
海
一
錯
二
綜
風
雅
一
。

嘗
賡
二
東
陵
璵
呑
碧
樓
偈
一
曰
。
呑
碧
之
樓
最
好
奇
。
眼
前
風
物
世
焉
知
。
中
天
簷
壓
二

山
雲
形
一
。
後
夜
窓
含
二
海
日
輝
一
。
臺
閣
文
章
題
不
レ
及
。
島
夷
賈
客
禮
從
レ
宜
。
主
翁

埀
示
於
レ
人
切
。
指
點
舟
行
岸
卽
移
。
法
嗣
出
二
出
萬
壽
文
鼎
中
銘
一
。」
と
小
伝
が
載
り
、

五
山
文
学
の
双
璧
と
称
さ
れ
る
義
堂
周
信
（
一
三
二
五-

一
三
八
八
）・
絶
海
中
津
（
一

三
三
四-

一
四
〇
五
）
と
交
流
し
て
文
筆
の
才
を
磨
き
、
元
僧
東
陵
永
璵
が
詠
ん
だ
「
呑

碧
樓
偈
」
に
和
し
た
詩
偈
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
呑
碧
楼
は
博
多
市
臨
済
宗
大
徳
寺
派

石
城
山
妙
楽
寺
に
あ
っ
た
百
尺
の
高
楼
で
、
妙
楽
寺
は
遣
明
使
の
宿
所
で
対
外
交
渉
の

拠
点
だ
っ
た
。
東
陵
永
璵
（
一
二
八
五-

一
三
六
五
）
は
無
学
祖
元
の
俗
姪
の
子
。
曹
洞

宗
宏
智
派
の
渡
来
僧
で
あ
っ
た
。
足
利
直
義
の
招
聘
に
よ
っ
て
正
平
六
年
（
一
三
五
一
）

に
来
朝
し
、
西
芳
寺
・
天
龍
寺
・
南
禅
寺
・
建
長
寺
・
円
覚
寺
を
歴
住
し
、
の
ち
曹
洞

宗
か
ら
五
山
派
に
転
進
し
て
夢
窓
国
師
の
塔
銘
を
撰
し
た
人
で
あ
る
。
語
録
『
璵
東
陵

日
本
録
』
一
卷
が
あ
る
。
こ
の
東
陵
永
璵
と
詩
文
を
応
答
し
、
五
山
文
学
の
隆
盛
を
導

き
、
夢
窓
派
の
進
展
に
貢
献
し
た
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
と
交
流
し
た
玉
泉
周
皓
も
ま

た
相
当
の
僧
位
と
学
識
を
備
え
た
臨
済
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
総
国
極
楽
寺
郷
居
住
高
階
氏
の
女
房
の
夢
想
譚
は
『
三
國
傳
記
』
が
初
見
と
思
わ

れ
る
が
、
仮
に
こ
れ
を
淵
叢
だ
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
『
佛
神
感
應
錄
』
に
引
く
あ
る
国

君
の
母
公
某
院
印
施
の
「
甚
深
囘
向
経
」
付
載
「
功
德
緣
起
」、
ま
た
貝
葉
書
院
版
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『
佛
說
甚
㴱
大
囘
向
經
』
付
載
「
囘
向経

夲
朝
靈
験
亊
」
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
留
意
す
べ
き
は
そ
れ
が
単
な
る
書
承
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
上
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
夢
想
譚
が
法
会
や
唱
導
の
場
に
お
い
て
「
甚
深
囘
向
経
」
の
霊
験
利
益

を
称
揚
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
説
草
台
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

高
階
氏
の
女
房
に
「
甚
深
囘
向
経
」
に
つ
い
て
教
示
し
た
僧
の
名
が
周
豪
・
周
毫
・
周

皓
と
三
様
な
の
は
書
承
に
加
え
て
口
承
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
伝
と
解
さ
れ
る
。
真
言
律

宗
西
大
寺
派
忍
性
流
の
上
総
願
成
寺
が
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
年
長
老
栄
真
の
鎌
倉

極
楽
寺
へ
の
転
出
を
機
に
ほ
ど
な
く
閉
山
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
臨
済
宗
黄
龍
派
寺
院

道
茂
山
願
成
寺
を
開
山
し
た
雲
叟
慧
海
が
元
享
三
年
（
一
三
二
三
）
に
歿
し
た
秋
澗
道

泉
か
ら
拈
香
を
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ
る
。
雲
叟
慧
海
が
ど
れ
ほ
ど
の

期
間
道
茂
山
願
成
寺
の
住
持
を
勤
め
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
し

得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
拈
香
会
な
ど
奉
行
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
雲
叟
慧
海
の
跡
を
継
い
だ
無
證
は
無
涯
仁
浩
艸
「
無
證
首
坐
住
上
総
州
願
成
寺

山
門
疏
」
に
「
宗
門
碩
匠
」
と
讃
じ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
を
継
い
だ
高

山
通
妙
は
足
利
義
詮
の
御
教
書
を
受
け
、
の
ち
鎌
倉
円
覚
寺
五
十
二
世
に
就
い
て
い
る
。

と
も
に
道
茂
山
願
成
寺
住
持
と
し
て
十
分
な
業
績
を
挙
げ
て
い
た
ゆ
え
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
と
く
に
高
山
通
妙
に
つ
い
て
は
中
巖
圓
月
が
「
妙
首
座
住
上
總
州
願
成
寺
山

門
疏
」
の
一
節
に
「
以
久
行
脚
江
湖
之
勞
」
と
記
し
、
江
湖
を
巡
遊
し
て
教
化
の
実
を

あ
げ
た
長
年
の
労
苦
を
讚
じ
て
い
る
。
高
山
通
妙
に
限
ら
ず
、
お
そ
ら
く
道
茂
山
願
成

寺
の
教
化
法
は
教
線
を
拡
張
し
他
宗
寺
院
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
痕
跡
は
た
と
え
ば
飯
岡
の
律
院
永
福
寺
・
吉
岡
の
大
慈
恩
寺
に
窺
わ
れ

る
。
永
福
寺
に
は
兆
殿
司
真
筆
の
十
六
羅
漢
画
像
掛
幅
が
寺
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
『
下
総
名
勝
図
絵
』
に
見
え
、
宮
負
定
雄
は
わ
ざ
わ
ざ
「
兆
殿
司
ハ
、
京
都

東
福
寺
の
所
化
に
て
、
頼
朝
時
代
の
人
な
り
」
と
兆
殿
司
が
臨
済
宗
僧
で
あ
る
こ
と
を

注
記
し
て
い
る
し
、
ま
た
大
慈
恩
寺
に
は
利
生
塔
の
礎
石
が
遺
る
。
利
生
塔
は
足
利
尊

氏
・
直
義
兄
弟
が
夢
窓
疎
石
の
奨
め
に
よ
っ
て
六
十
六
国
二
島
ご
と
に
一
寺
一
塔
の
寺

塔
を
建
立
し
仏
舎
利
二
粒
を
納
め
た
も
の
で
、
後
醍
醐
天
皇
と
元
弘
以
来
の
戦
死
者
の

冥
福
菩
提
を
祈
り
、
同
時
に
足
利
氏
の
威
信
を
誇
示
し
、
さ
ら
に
軍
略
上
の
拠
点
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
さ
れ
る
。
当
寺
に
は
「
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
閏
四
月
付

足
利
直
義
直
御
教
書
」「
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
六
月
付
足
利
直
義
仏
舎
利
寄
進
状
」

「
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
三
月
付
足
利
直
義
利
生
塔
婆
料
寄
進
状
」
も
襲
蔵44
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
夢
窓
疎
石
に
帰
依
深
い
足
利
尊
氏
・
直
義
が
推
進
す
る
利
生
塔
建
立

を
受
け
入
れ
た
大
慈
恩
寺
が
臨
済
宗
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
と
は
到
底
言
い
難
い
。

　
高
階
氏
の
女
房
の
夢
想
譚
に
窺
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
総
州
に
お
け
る
臨
済
宗
、
こ
と

に
夢
窓
国
師
と
そ
の
法
脈
門
徒
の
道
俗
へ
の
浸
透
は
広
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
総
州
が
夢
窓
疎
石
由
縁
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

『
夢
窓
國
師
年
譜
』45
は
「
三
年
癸
亥
正
月
。
往
上
總
千
町
莊
。
剏
退
耕
庵
。
正
中
元
年

甲
子
。
師
在
退
耕
。」
等
々
と
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
か
ら
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）

秋
に
至
る
二
年
半
、
疎
石
が
夷
隅
千
町
荘
に
庵
を
結
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
曹
洞

宗
金
毛
山
太
高
寺
裏
山
の
金
毛
窟
が
そ
の
遺
跡
と
い
う
。
そ
の
退
耕
庵
を
後
醍
醐
天
皇

の
強
請
に
よ
っ
て
去
り
南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
正
中
三
年
に
は
辞

し
て
鎌
倉
瑞
泉
寺
徧
界
一
覧
亭
に
隠
棲
し
た
。
し
か
し
激
し
く
変
転
す
る
時
代
の
流
れ

は
疎
石
の
隠
棲
を
許
さ
ず
、
波
乱
の
後
半
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
疎
石
は
多
く
の
寺

院
を
開
山
し
中
興
し
た
が
、
中
で
最
も
思
い
の
ま
ま
に
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

霊
亀
山
臨
川
寺
で
あ
っ
た
。
臨
川
寺
は
後
醍
醐
天
皇
の
第
一
皇
子
世
良
親
王
の
追
薦
の

た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
同
門
の
元
翁
本
元
が
開
山
住
持
で
あ
っ
た
が
、
元
翁
の
示

寂
に
よ
っ
て
疎
石
に
与
え
ら
れ
、
加
え
て
望
外
に
も
同
寺
を
疎
石
の
門
葉
に
一
流
相
承

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ま
っ
た
く
疎
石
個
人
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

玉
村
竹
二
氏
『
夢
窓
国
師
』
に
よ
れ
ば
、
疎
石
の
徒
弟
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
秋

の
時
点
で
一
万
三
千
一
百
四
十
五
人
を
数
え
た
と
い
う
。
こ
の
膨
大
な
数
の
徒
弟
を
把

握
す
る
た
め
の
門
人
帳
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
疎
石
は
手
度
の
弟
子
に
は
「
周
・
中
・

梵
・
昌
」
な
ど
の
系
字
を
法
諱
の
上
部
に
付
し
、
臨
川
寺
住
山
時
代
の
手
度
の
弟
子
に

は
「
周
」
字
を
与
え
、
夢
窓
派
と
い
え
ば
「
周
某
」
と
い
う
名
を
思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど

で
、「
周
」
字
を
系
字
に
持
つ
者
は
夢
窓
門
下
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す

れ
ば
高
階
氏
の
女
房
（
娘
）
に
「
甚
深
囘
向
経
」
に
つ
い
て
懇
切
な
教
示
を
与
え
た
周

豪
・
周
毫
・
周
皓
は
い
ず
れ
も
臨
川
寺
の
行
実
・
学
業
と
も
に
優
れ
た
僧
た
ち
で
あ
っ

た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
高
階
氏
の
女
房
が
亡
女
と
交
し
た
夢
中
の
約
束
事
を
き
わ
め
て
わ
ず

か
な
期
間
に
果
た
し
得
た
こ
と
に
驚
く
。
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
六
月
九
日
に
死
ん

だ
女
が
高
階
氏
の
女
房
の
夢
中
に
現
れ
た
の
は
同
年
十
一
月
二
十
三
日
夜
の
こ
と
で
あ
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る
。
亡
女
が
懇
望
す
る
「
甚
深
囘
向
経
」
の
書
写
供
養
を
承
諾
し
た
女
房
は
「
甚
深
囘

向
経
」
を
逢
う
人
ご
と
に
尋
ね
る
が
、
し
か
し
誰
も
み
な
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

こ
れ
も
遠
国
ゆ
え
の
こ
と
だ
と
、
夢
窓
国
師
の
弟
子
で
洛
陽
嵯
峨
臨
川
寺
に
住
院
す
る

周
豪
上
座
に
尋
ね
て
み
る
と
、
い
と
も
簡
明
に
「
甚
深
囘
向
経
」
が
大
蔵
経
中
に
あ
る

由
を
詳
し
く
教
え
て
く
れ
た
。
こ
の
教
示
に
よ
っ
て
翌
三
年
正
月
下
旬
に
飯
岡
の
律
院

永
福
寺
所
蔵
の
「
甚
深
囘
向
経
」
を
尋
ね
出
し
、
こ
れ
を
書
写
し
て
約
束
通
り
亡
女
を

追
薦
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
だ
が
、
し
か
し
事
の
顛
末
は
わ
ず
か
一
月
ば

か
り
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
周
豪
の
教
示
に
は
「
甚
深
囘
向
経
」
が
永
福
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を
周
豪

が
把
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
上
総
所
住
高
階
氏
の
女
房
と
洛
陽
嵯
峨
臨
川

寺
止
住
の
周
豪
の
交
信
が
容
易
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
々
を
併
せ
考
え
る
と
、
道
茂

山
願
成
寺
と
霊
亀
山
臨
川
寺
を
結
ぶ
情
報
伝
達46
の
通
路
が
整
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
見
さ

せ
る
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
高
階
氏
の
女
房
の
夢
想
譚
が
臨
済
宗
僧
徒
の
持
ち
伝
え
た
も

の
で
、
と
く
に
夢
窓
疎
石
門
下
で
常
用
せ
ら
れ
た
説
草
す
な
わ
ち
説
教
台
本
で
あ
っ
た

と
拙
解
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
夢
想
譚
の
前
半
が
律
僧
の
女
犯47
を
い
い
、
後
半

は
夢
窓
門
下
の
臨
済
僧
の
学
識
と
「
甚
深
囘
向
経
」
の
霊
験
利
益
に
よ
っ
て   ナ
マ
メ
イ
タ
ル

  

女

が
兜
率
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
云
え

ば
夢
窓
疎
石
が
弥
勒
信
仰
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
て
、『
三
國
傳

』
卷
四
第
九
「
夢ム

窓ソ
ウ

國
師
ノ
亊
」
に
「
臨リ
ン

川セ
ン

三
會
ノ
茅ホ
ウ

菴
ヲ

縛
ム
ス
ン
テ

期
ス二
慈
氏
ノ
暁
ヲ一
」
と
あ

り
、『
夢
想
国
師
年
譜
』
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
条
に
「
北
別
創
塔
亭
。
搆
親
王
御
祠
。

西
偏
建
開
山
卵
塔
。
中
間
安
彌
勒
佛
像
。
因
扁
三
會
院
」
と
あ
る
よ
う
に
、
疎
石
は
洛

西
に
臨
川
寺
を
開
く
と
開
山
塔
を
営
み
、
中
央
に
弥
勒
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
、

そ
の
左
右
に
開
基
世
良
親
王
と
自
身
の
寿
塔
を
作
っ
て
こ
れ
を
三
会
院
と
名
付
け
た
。

す
る
と
門
弟
等
ら
も
競
っ
て
、
下
生
院
（
不
遷
法
序
）・
慈
聖
院
（
龍
湫
周
澤
）・
龍
下
院

（
春
屋
妙
葩
）・
慈
氏
院
（
義
堂
周
信
）・
率
陀
院
（
絶
海
中
津
）
等
々
と
弥
勒
に
因
ん
だ
名

を
塔
名
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
夢
窓
疎
石
の
門
弟
衆
が
弥
勒
信
仰
す
な
わ
ち
兜
率
往
生

を
勧
化
流
布
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
量
で
き
る
。
高
階
氏
の
女
房
も
そ
う
し
た
勧
化
を

受
け
た
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
妙
幢
淨
慧
が
『
佛
神

應
錄
』
に
女
房
を

「
女ム
ス
メ」
と
し
て
「
カ
ノ
禅
尼
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
女
房
（
娘
）
は
臨
済
夢
窓
門

下
に
帰
依
し
た
女
性
で
あ
っ
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
な
お
高
階
氏
を
当
地
の
領
主
と
す
る
の
が
大
方
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
円
覚

寺
大
工
高
階
氏
と
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
鎌
倉
番
匠
衆48
に
は
建
長
寺
大
工
河

内
家
・
鶴
岡
八
幡
宮
社
家
大
工
岡
崎
家
な
ど
を
は
じ
め
寺
社
に
専
属
し
た
番
匠
家
が
少

く
な
い
。
中
で
円
覚
寺
大
工
高
階
家
は
円
覚
寺
開
山
無
学
祖
元
に
随
伴
し
て
来
朝
し
た49

と
い
う
家
伝
を
有
す
る
名
家
で
あ
っ
て
、
近
世
末
期
ま
で
そ
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
。

こ
の
高
階
家
が
鎌
倉
寿
福
寺
雲
叟
慧
海
が
道
茂
山
願
成
寺
を
臨
済
宗
寺
院
と
し
て
開
山

す
る
に
あ
た
っ
て
堂
舎
を
禅
宗
様
に
改
建
ま
た
新
建
す
る
た
め
に
重
用
さ
れ
た
も
の
か

と
思
わ
れ
る
。
現
在
も
願
成
就
寺
の
至
近
に
所
在
す
る
中
垰
山
寿
福
寺
は
そ
の
こ
と
と

無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
て
後
考
の
課
題
と
し
た
い
。�

（
関
口
）

　
注

1
　
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
宝
永
八
年
刊
『
佛
神

應
錄
』
後
集
に
據
る
。

2
　「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
第
十
七
卷
所
収
『
今
昔
物
語
集
本
朝
部
』
に
據
る
。

3
　
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
元
禄
二
年
刊
『
鵞
峯
先
生
林
學
士
全
集
』
卷
九
所
収
に
據
る
。

句
切
点
を
付
し
た
。

4
　
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
元
禄
二
年
刊
『
鵞
峯
先
生
林
學
士
全
集
』
卷
十
九
所
収
に
據
る
。

句
切
点
を
付
し
た
。

5
　
関
口
靜
雄
・
山
本
博
也
編
『
律
苑
僧
宝
伝
』（
二
〇
〇
七
年
二
月
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研

究
所
）。

6
　
竹
村
俊
則
氏
校
注
『
新
版
都
名
所
図
会
』（
一
九
七
六
年
一
月
、
角
川
書
店
）
に
據
る
。

7
　『
曹
洞
宗
全
書
語
録
二
』（
一
九
三
一
年
十
二
月
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）
所
収
。

8
　
東
京
大
学
附
属
図
書
館
藏
元
禄
九
年
書
林
槑
邨
彌
白
刊
『
觀
音
新
驗
錄
』
上
卷
に
據
る
。

9
　
瑞
渓
周
鳳
撰
『
善
隣
國
寶

』（「
続
群
書
類
従
」
第
三
十
輯
下
所
収
）。

10
　「
七
經
」
は
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
内
山
順
子
・
渡
辺
麻
里
子
氏
『
曜
光
山
月
山
寺
了
翁
寄
進
鉄

眼
版
一
切
経
目
録
』（
二
〇
〇
一
年
五
月
、
曜
光
山
月
山
寺
）
に
よ
る
と
、
景
凾
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
の
は
『
仏
説
甚
深
大
迴
向
経
』
を
含
め
た
十
七
経
で
あ
る
。

11
　「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
第
三
十
一
卷
『
元
亨
釋
書
』
所
収
。

12
　
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

13
　
貝
葉
書
院
東
濃
氏
御
示
教
。

14
　「
大
日
本
佛
教
全
書
」
第
一
四
八
冊
所
収
『
三
國
傳

』
に
據
る
。
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15
　
池
上
洵
一
氏
『
三
国
伝
記
（
上
）』
解
説
（
中
世
の
文
学
。
一
九
七
六
年
十
二
月
、
三
弥
井
書
店
）。

16
　『
影
印
房
総
文
庫
一
』（
一
九
七
三
年
一
月
、
崙
書
房
）
所
収
『
佐
倉
風
土
記
』
に
據
る
。

17
　
川
名
登
氏
編
『
下
総
名
勝
図
絵
』（
一
九
九
〇
年
二
月
、
国
書
刊
行
会
）
に
據
る
。

18
　
千
葉
県
印
旛
郡
役
所
編
輯
『
千
葉
県
印
旛
郡
誌
』（
一
九
八
九
年
九
月
、
千
秋
社
）
に
據
る
。

19
　
荻
野
三
七
彦
氏
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
文
化
の
地
方
伝
播
」（「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
紀
要
」
四
輯
、
一
九
六
八
年
三
月
）。

20
　『
新
修
成
田
山
史
』（
一
九
六
八
年
三
月
、
成
田
山
新
勝
寺
）
所
収
『
當
寺
中
興
和
尚
之
記
』。

21
　
松
之
郷
区
誌
編
纂
委
員
会
編
刊
『
松
之
郷
区
誌
史
料
篇
』（
一
九
九
六
年
四
月
）
所
収
「
願
成

就
寺
蔵
日
受
筆
『
過
去
帳
』」
に
據
る
。

22
　
田
中
敏
子
氏
「
極
楽
寺
二
代
長
老
に
就
い
て
」（「
鎌
倉
」
五
号
、
一
九
六
〇
年
九
月
）。

23
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』（
一
九
七
七
年
十
月
、
法
蔵
館
）
所

収
『
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
』。

24
　
桃
崎
祐
輔
氏
「
総
州
願
成
寺
の
探
索
―
房
総
に
お
け
る
西
大
寺
流
真
言
律
寺
院
の
沿
革
小
考
」

（「
六
浦
文
化
研
究
」
八
号
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）。

25
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』（
一
九
七
七
年
十
月
、
法
蔵
館
）
所

収
『
西
大
寺
叡
尊
遷
化
之
記
』。

26
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
七
十
四
巻
所
収
『
律
宗
綱
要
』。

27
　
松
之
郷
区
誌
編
纂
委
員
会
編
刊
『
松
之
郷
区
誌
史
料
篇
』（
一
九
九
六
年
四
月
）
所
収
「
同
寺

旧
蔵
梵
鐘
銘
」
に
據
る
。

28
　「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
第
六
十
二
卷
所
収
『
尊
卑
分
脉
五
』
に
據
る
。

29
　
池
上
洵
一
氏
『
三
国
伝
記
（
下
）』（
中
世
の
文
学
。
一
九
八
二
年
七
月
、
三
弥
井
書
店
）。

30
　
玉
村
竹
二
氏
編
『
扶
桑
五
山
記
』（
一
九
六
三
年
三
月
、
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
）
に
據
る
。

31
　
駒
澤
大
學
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編
『
禪
學
大
辞
典
』（
一
九
七
八
年
十
一
月
、
大
修
館
書
店
）。

32
　
玉
村
竹
二
氏
編
『
五
山
禪
林
宗
派
圖
』（
一
九
八
五
年
十
二
月
、
思
文
閣
出
版
）。

33
　「
大
日
本
佛
教
全
書
」
第
一
〇
八
・
一
〇
九
冊
所
収
『
延
寶
傳
燈
錄
』
に
據
る
。

34
　
正
保
四
年
小
嶋
弥
左
衛
門
版
『
沙
石
集
』
に
據
る
。

35
　
玉
村
竹
二
氏
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
卷
（
一
九
七
〇
年
九
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
據

る
。。

36
　
玉
村
竹
二
氏
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
卷
（
一
九
七
〇
年
十
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に

據
る
。

37
　「
続
群
書
類
従
」
第
九
輯
下
所
収
『
自
歴
譜
』
に
據
る
。

38
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
永
享
三
年
写
永
源
庵
旧
蔵
『
建
仁
無
涯
仁
浩
禅
師
語
録
三
』
に
據
る
。

39
　
今
枝
愛
真
氏
「
禅
宗
の
官
寺
機
構
―
五
山
十
刹
の
国
別
分
布
に
つ
い
て
」（「
日
本
学
士
院
紀
要
」

十
九
卷
三
号
、
一
九
六
一
年
十
一
月
）。『
扶
桑
五
山
記
二
』『
建
仁
無
涯
仁
浩
禅
師
語
録
三
』。

40
　
高
知
県
立
図
書
館
蔵
元
禄
六
年
吉
野
家
揔
兵
衞
・
丸
屋
源
兵
衞
刊
『
本
朝
畫
史
』
に
據
る
。

41
　
松
村
政
雄
氏
「
無
極
志
玄
と
周
豪
の
頂
相
画
」（
東
京
国
立
博
物
館
編
「M

useum

」
一
二
七
号
、

一
九
六
一
年
一
月
）・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
情
報
資
料
部
編
『
日
本
絵
画
史
年
紀

資
料
集
成 

十
世
紀
―
十
四
世
紀
』（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
四
年
三
月
）
に
據
る
。

42
　「
続
群
書
類
従
」
第
九
輯
下
所
収
『
無
極
和
尚
傳
』
に
據
る
。

43
　
玉
村
竹
二
氏
『
夢
窓
国
師
』（
サ
ー
ラ
叢
書
10
。
一
九
五
八
年
十
月
、
平
楽
寺
書
店
）。

44
　『
北
総
の
古
刹
大
慈
恩
寺
の
宝
物
』（「
成
田
史
談
大
慈
恩
寺
特
輯
号
」。
一
九
六
九
年
六
月
、
成
田
山

霊
光
館
）。

45
　「
続
群
書
類
従
」
第
九
輯
下
所
収
『
夢
窓
國
師
年
譜
』
に
據
る
。

46
　『
三
國
傳

』『
佛
神

應
錄
』
は
高
階
氏
の
女
房
・
娘
と
臨
川
寺
の
周
豪
・
周
毫
の
交
信

手
段
を
明
記
し
な
い
が
、
貝
葉
書
院
版
「
囘
向
經
夲
朝
靈
験
亊
」
は
女
房
が
嵯
峨
臨
川
寺

に
周
皓
を
尋
ね
直
接
教
示
を
受
け
た
と
記
す
。
た
め
に
「
甚
深
囘
向
経
」
の
入
手
・
書
写

ま
で
に
一
年
を
要
し
て
い
る
。

47
　
石
田
瑞
麿
氏
『
女
犯
―
聖
の
性
』（
一
九
九
五
年
四
月
、
筑
摩
書
房
）
は
こ
の
夢
中
譚
を
取
り

上
げ
、
無
住
道
曉
が
『
雑
談
集
』
等
に
僧
尼
の
性
の
頽
廃
を
嘆
い
て
「
木
律
僧
」「
荒
禅
僧
」

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
夢
中
譚
は
急
速

に
拡
大
す
る
律
院
と
、
そ
こ
に
止
住
す
る
律
僧
た
ち
の
淫
戒
女
犯
の
実
情
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
律
院
の
周
辺
に
は
心
正
か
ら
ざ
る
婀
娜
た
る
女
人
の
姿
影
が
常
に
存
し
て
い
た
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。

48
　
湯
浅
学
氏
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
大
工
」（
永
原
慶
二
・
所
理
喜
夫
氏
編
『
戦
国
期
職
人
の
系
譜
』
一

九
八
九
年
四
月
、
角
川
書
店
）
所
収
・
坂
本
忠
規
氏
「
大
工
技
術
書
『
鎌
倉
造
営
名
目
』
の
研

究
―
禅
宗
様
建
の
木
割
分
析
を
中
心
に
」（
二
〇
一
一
年
、
博
士
論
文
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

49
　
玉
村
竹
二
・
井
上
禅
定
氏
『
圓
覺
寺
史
』
第
六
章
再
興
下
（
一
九
六
五
年
二
月
、
春
秋
社
）。


